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農業を、仕事にする。
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実は農業に適したまち高まる農業への関心

就就農するに当たって農するに当たって
 資金はどのくらい必要？ 資金はどのくらい必要？

　農林水産省では、現状を把握するため、5年ごとに農林実
態調査を実施しています。「農林業センサス2020」によると、
全国の農家数は、平成12年の約312万戸から令和2年には
約174万戸にまで減少しています。本市の農家数も平成12
年の2,232戸から令和2年には1,474戸にまで減少してお
り、高齢化と後継者不足という問題に長らく直面しています。
その一方で、本市の農業従事者数は、平成27年の1,687
人まで減少傾向にありましたが、令和2年では2,037人と初
めて増加に転じており、農業への関心が高まっています。

　新規就農するに当たって用意した自己資金の平均額は
232万円で、就農した1年目に実際に必要となった費用は
平均569万円（全国新規就農相談センター「平成28年
度新規就農者の就農実態に関する調査結果」）。農地や
住宅、設備・機械などを用意する費用の他、売り上げが
安定するまでの収入が少ない時期の生活費のことも考える
と、1,000万円程度は用意する必要があるといえます。
　しかし、この金額を全て自己資金で用意できる方はほと
んどいません。設備・機械などは中古の購入やレンタルを
活用し、また公的機関などの支援事業を活用することも検
討しましょう。

　行田市は関東平野のほぼ中央部に位置し、利
根川・荒川の二大河川に挟まれているため、地
層は大変肥

ひ
沃
よく
です。温暖で日照時間も多いという

気候的利点を生かした稲作、麦作が農業の中心
となっており、農地の90パーセント以上が水田と
なっています。耕地率（県土面積に占める耕地面
積の割合）では、埼玉県が全国第4位ですが、そ
の県内でも本市は上位に位置しており、農作業を
するのに最適な場所といえます。

農業を、仕事にする。

市では、これから農業を始めようとする方を
応援するため、本年度、埼玉県農業大学校の
1年間の授業料の相当額を補助します。
支援の対象となるのは、次の全ての要件に
該当する方です。
①  市内に住所を有し、年齢が満45歳未満で、
埼玉県農業大学校に在学している方

②  習得した技能および知識を本市の農業の
振興に結び付けようとする意
欲が十分にあると市長が認
めた方

③  埼玉県農業大学校を卒業
後、速やかに市内に居住およ
び就農し、3年以上農業に従
事することが見込まれる方

　妻の祖父の代まで使用し
ていた行田の農地を自分の
手で生かしたいという思い
から、昨年末に東京で約20
年務めた仕事を辞め、就農す
ることを決意しました。農業
は全くの初心者ですので、4
月から埼玉県農業大学校の
有機農業を専攻し、一から学
んでいく予定です。農家の担
い手不足などが不安視され
ている今日、妻の実家の行田
市で農業を始め、地域や環境
への貢献に一役買いたいと
思っています。

行田市農業後継者奨学資金

会社員から農家へ

市内農家数と農業就業人口

■農家数（戸） ■農業就業人口（人）（農林水産省「農林業センサス2020」を基に作成）
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主な就農相談窓口
・県農業支援課☎048―830―4052
・公益社団法人 埼玉県農林公社☎559―0551
・ 加須農林振興センター農業支援部☎0480―61―3911
・農政課（内線386）

グリーン・ツーリズム埼玉
　県が実施している「グリーン・ツー
リズム埼玉」では、農業大学校など
に通う前に農業体験などあらゆる
形で農業に触れることができます。

02 農業体験・知識

04 就農・就業

03 技術研修・就農準備

01 就農相談

小
こ

杉
すぎ

和
か ず

穂
ほ

さん（40歳）

明日の農業担い手育成塾
　自立経営を目指す新規就農希望者が、就農希望地で
確実に就農できるよう支援する県独自の制度です。実
践研修・農地や販路の確保・資金相談を行っています。

　いよいよ就農です。分から
ないことや不安に思うことが
あれば、先輩農家や、相談窓
口などにご相談ください。

　就農を決断する前に必要なことは、
「農業とはどういうものなのか」を実際
に体験することです。休暇などを利用し
て農業体験研修（5～ 30日程度）を受
け、自分の目指している職業であるかを
しっかりと判断してください。

　農業を始めるための情報
収集をし、イメージを具体化
させていきます。
　また、農業を始めたいと
思っても「何から始めればい
いか」分からないときは、関
係機関（就農相談窓口）に連絡
し相談してみましょう。

　やりたい農業のイメージができたら、先輩農
家や農業法人での研修、農業大学校などで技術
や経営ノウハウを身に付けましょう。また、個
人で経営される方は就農計画を作成し、住宅・
農地・機械などの営農基盤や資金を確保してく
ださい。
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先輩就農者へインタビュー

「人を笑顔にするお米をつくりたい」

小
こ

松
ま つ

　陸
り く

さん（22歳・荒木） 石
い し

田
だ

 和
か ず

也
や

さん（41歳・荒木）
［就農年数］ 2年
［主な栽培物］ 米麦

［就農年数］ 5年
［主な栽培物］ 多目品野菜

「自分の暮らしに合った仕事です」

Q 就農したきっかけ
A 農業は数ある選択肢の中の一つでした。実家は、
祖父の代から株式会社ノムラファームとして米農業
を営んでおり、小さいころからその手伝いをしていま
した。悩んだ末、高齢の祖父母の支えに少しでもなり
たいという気持ちから就農することを決めました。

Q 就農して感じたこと
A 始めは、まったく余裕がありませんでした。1年
目から農業機械を操作させていただきましたが、家族
や周りの農家さんなど「先生」がたくさんいるので、安
心して働いています。経験者からの教えを自分のもの
に吸収して生かすことはとても楽しいと感じます。

Q 農業の魅力
A お米は、農協への出荷や直売所での販売の他、飲
食店にも卸していますが、その店で「このお米おいし
い」と言って食べてくれる方を見たときはとてもうれ
しかったです。1年かけて世話する必要があるので、
収穫するまでは不安もありますが、自分が作ったお米
でいろんな人が笑顔になってくれるとやりがいを感
じます。

Q 今後の目標
A 今後は規模をどんどん拡大し、売り先も増やし
ていきたいです。また、母校の佐野日大高校に自分が
作ったお米を卸すことを目標にしています。私は野球
部に所属していましたが、体作りは「食」から始まると
思います。部活動を頑張る生徒たちをお米で応援した
いです。

Q これから就農する方へ
A 高校卒業後の進路を農業大学校か4年制大学か
で悩みましたが、主に実践しながら学んでいきたかっ
たので農業大学校を選びました。クラスには、同世代
で同じ志を持っている学生も多く、またクラスメート
の8割は非農家出身者で、初めて農業に触れる方もい
ました。ぜひ、初心者の方も一緒に農業を始めてみま
せんか。

Q 就農したきっかけ
A もともと造園の仕事をしていましたが、結婚して
まもなく、妻が病を患ってしまいました。少しでも近
くで看病したいとの思いから、自分の時間のサイクル
で、暮らしと仕事を両立できる農業の道へ進むことを
決意しました。

Q 就農して感じたこと
A 実家が農家であったものの、独学で一から始め
た農業。当初は、気候に左右され、思うように農作物
が生育せず、難しいと感じました。ただ、農家は「毎
年1年生」と聞きます。失敗することを恐れず、また
積極的に先輩農家さんにアドバイスを頂きながら農
作業を進めていくことが大切だと思います。また、農
業は同じ仕事の繰り返しに見えて、実は農作物の成
長に合わせて日々新しい仕事に取り組んでいる感覚
で毎日が楽しいです。

Q 農業の魅力
A 農作物は、モノを作ることとは違い、すぐ完成形
を目にすることができません。しかし、月日をかけて
手入れをした農産物が、収穫するときに良い出来であ
ると、その達成感は他と比べものにならないほどうれ
しいです。

Q 今後の目標
A 障害のある方は、就労条件が厳しく、農業を職と
することが難しいと聞きます。一昨年、障害者施設の
方に農作業を手伝ってもらっていただいたことがあ
り、一生懸命に農作業をしている姿に感銘を受けまし
た。今後は、農業を体験できる機会を提供し、より多
くの人に農業の楽しさを伝えていきたいです。

Q これから就農する方へ
A 農業は、自分で自由に時間を配分することができ
るのが魅力です。しかし、その分、目の前のことを丁
寧に行い、より自己管理を徹底しないといけません。
また、農作業は肉体労働です。日頃から健康な体づく
りを心掛けてください。H30.3月 H30.4月 R2.3月 R2.4月
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農業を、仕事にする。
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新型コロナウイルスワクチン接種お知らせお知らせ
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※接種予約のためのコールセンターの電話番号は、「接種予約のご案内」に記載しています。
▶問い合わせ　健康づくり課☎553―0053

問い合わせ
●接種時期・場所、接種券について ●ワクチン接種後の副反応について ●その他、ワクチン接種について
行田市新型コロナワクチン
接種コールセンター（相談センター）
☎556―1115
受付時間：午前9時～午後5時
（土・日曜日、祝日も実施）

埼玉県新型コロナワクチン接種
専門相談窓口
☎0570―033―226（ナビダイヤル）
受付時間：24時間対応
（土・日曜日、祝日も実施）

厚生労働省新型コロナワクチン
コールセンター
☎0120―761―770（フリーダイヤル）
受付時間：午前9時～午後9時
（土・日曜日、祝日も実施）

12歳以上の方の初回接種（1回目、2回目接種）、追加接種（3回目接種）の接種会場は、市内16医療機関などです。
なお、使用するワクチンや接種条件が変更となる場合がありますので、最新の情報は、市ホームページや接種券などに
同封されているチラシでご確認ください。

5歳から11歳の方も、新型コロナワクチンを受けられるようになりました。国内の新型コロナ感染者全体に占める子どもの割
合は増えています。対象者には、順次、接種券や説明書などを送付しますので、届きましたら、ワクチンを受けるか、お子さん
と一緒に検討し、予約してください。

・ 必ず保護者同伴での接種をお願いします。保護者が特段の理由で同伴することができない場合は、接種する方の健康状態を
普段から熟知する親族などで適切な方が、保護者から委任を受けて（委任状（市ホームページからダウンロード可）の持参）同伴
することができます。
・ 新型コロナワクチンとそれ以外のワクチンは、同時には接種できません。互いに、片方のワクチンを受けてから2週間後に
接種できます。接種時には、必ず母子健康手帳を持参し、接種履歴や他のワクチンとの接種間隔を確認するようご注意くだ
さい。

年齢 接種券（クーポン券）の発送時期（予定）
11歳 発送済み

10歳 接種を検討する時間を確保するため、
平成23年4月2日生まれ～平成26年4月1日
生まれの方に接種券を送付しました。9歳

8歳

7歳 令和4年5月中旬～

6歳 令和4年6月中旬～

5歳 令和4年7月中旬～

会場名 所在地 予約方法

行田総合病院 持田376
①LINE
②インターネット
③電話

行田中央総合病院 富士見町2―17―17

なすクリニック 忍2―19―1 清水ビル1F

南川げんきクリニック 小見1400―1

※医療機関への直接の問い合わせはお控えください。
※ 接種会場が変更となる場合がありますので、最新の情報は、市ホー
ムページや接種券などに同封されているチラシでご確認ください。
※ 予約方法の詳細は、接種券などに同封されている「接種予約のご案
内」をご参照ください。

▶接種するワクチン　ファイザー社ワクチン（5～11歳用） ※通常、3週間の間隔をあけて、計2回接種します。

▶接種券の発送スケジュール

▶注意事項

▶接種会場

　掲載内容は3月22日現在のものですので、状況により変更となる場合があります。最新情報は市ホー
ムページでご確認ください。

12歳以上の方の接種会場

5歳～11歳（小児）接種について

ワクチン接種後も引き続き感染対策にご協力ください

最新情報は市ホームページ
でご確認ください。

　追加接種（3回目接種）は、初回接種（1回目、2回目接種）で使
用したワクチンの種類にかかわらず、ファイザー社または武田／
モデルナ社のワクチンを使用します。
　ファイザー社は初回接種（1回目、2回目接種）の接種量と同量
ですが、武田／モデルナ社は半量になります。

　国や県が設置しているワクチン集団接種会場での接種が可能
ですので、ご利用ください。対象となる方や会場などの詳細は
各ホームページをご覧ください。

●国が設置する集団接種会場に関する情報
https://www.mod.go.jp/j/approach/defense/covid/index.html

●県が設置する集団接種会場に関する情報
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0710/covid-19/seshusha.html

交互接種（1・2回目接種とは異なるワクチンを使用）した場
合でも十分な効果と安全性が確認されています。ご自身の
ためにも、早く接種できるワクチンから接種いただくことを
お勧めします。

追加接種（3回目接種）に使用するワク
チンについて

　市では、国の接種方針（表）を踏まえ、新型コロナワクチンの
追加接種（3回目接種）を進めています。ワクチンの供給量や接
種体制に応じて、順次、接種券を発送します。

対　　象 2回目接種完了からの接種間隔

1 65歳以上の方 6カ月以上

2 64歳以下の方 7カ月以上
※予約に空きがあれば6カ月後から接種可能

●本市に転入された方は申請が必要です
　他の市区町村でワクチンを2回接種した後に本市に転入さ
れた方は、本市で接種記録が確認できないため、接種者本人
の申請により接種券一体型予診票を発行することとなります。
　接種時期（上記表の「2回目接種完了からの接種間隔」）を経
過した頃に、健康づくり課および高齢者福祉課で配布している
「接種券発行申請書」（市ホームページからダウンロード可）に
必要事項を記入の上、直接申請してください。
▶必要書類 ・ 本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカー

ド、健康保険証、在留カードなど）
 ・ 初回接種（1回目、2回目接種）の接種済証、

接種記録書または接種証明書
▶申 請 先 健康づくり課または高齢者福祉課

追加接種（3回目接種）方針について

国や県が設置するワクチン集団接種
会場（3回目接種）もご利用ください

オミクロン株については感染拡大の速度が非常に速いのが特徴ですが、オミクロン株に対しても基本的な感染対策が有
効です。ワクチン接種後も「マスク着用」や「手洗い」、「3密（密接・密集・密閉）回避」、「換気」など基本的な感染対策を徹底
しましょう。

ワクチン 会　場　名 所　在　地 会場
種別 予約方法 妊婦の

接種 備　　　考

武
田
／
モ
デ
ル
ナ

総合体育館
（行田グリーンアリーナ） 和田1242 集団

①LINE
②インターネット
③電話

× 年齢制限あり（18歳以上）

行田総合病院 持田376

個別

〇 年齢制限あり（18歳以上）

行田中央総合病院 富士見町2―17―17 〇 年齢制限あり（18歳以上）

松原医院 長野1―31―10 × 年齢制限あり（18歳以上）

フ
ァ
イ
ザ
ー

赤井胃腸科 門井町2―10―32 × 年齢制限あり（12歳以上）

川島胃腸科 佐間1―18―39 × 年齢制限あり（18歳以上）

行田協立診療所 本丸18―3 ×
•年齢制限あり（中学生以上）
• かかりつけ患者および往診
患者優先

行田総合病院 持田376 〇

行田中央総合病院 富士見町2―17―17 〇

栗原医院 本丸11―35 × 年齢制限あり（16歳以上）

小林内科医院 谷郷2026―1 × 年齢制限あり（16歳以上）

たけうち呼吸と内科の
クリニック 持田3―4―20 × 年齢制限あり（18歳以上）

なすクリニック
忍2―19―1
清水ビル1F ×

根本医院 行田10―22 ×

ハピネス診療所 長野7296―1 × 年齢制限あり（12歳以上）

南川げんきクリニック 小見1400―1 ×

やまかわ内科クリニック 壱里山町18―6
マルオカビル2F × •年齢制限あり（18歳以上）

•かかりつけ患者優先

吉田記念山本クリニック 埼玉4719 ×
▶注意事項 • 接種会場への直接の問い合わせはご遠慮ください。
 •  基礎疾患をお持ちの方は、市外のかかりつけ医で接種できる場合がありますので、市外のかかりつけ医に

問い合わせてください。
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行財政3カ年実施計画編成方針行財政3カ年実施計画編成方針
●「住んでみたい」まちづくりのための施策
 （充実の子育て支援、質の高い教育、魅力ある就労環境）
●「住んでよかった」まちづくりのための施策
 （寄り添う市民福祉、適切なインフラ整備、万全な危機管理）
●「行ってみたい」まちづくりのための施策
 （稼ぐ観光産業、賑わう都市拠点、攻めの農産業）

一般会計一般会計
歳入歳出歳入歳出

歳入歳入の特徴の特徴

歳出歳出の特徴の特徴
会計別の当初予算額

264264億億5,0005,000万円万円
　一般会計の予算規模は、歳入において市税や各種の交付金の増収が見込まれることや、歳出に
おいて扶助費が増加することなどから、前年度と比べて10億2,000万円、4.0％増加しました。

会　計　名 令和4年度 令和3年度 増　減　額 増減率
(%)

一 般 会 計 264億5,000万円 254億3,000万円 10億2,000万円 4.0

特
別
会
計

国 保 83億3,445万円 83億5,953万円 △2,508万円 △ 0.3

交 通 災 害 共 済 2,906万円 2,845万円 61万円 2.2

介 護 保 険 69億4,089万円 65億5,764万円 3億8,325万円 5.8

後 期 高 齢 者 医 療 11億1,688万円 10億741万円 1億947万円 10.9

小 計 164億2,127万円 159億5,302万円 4億6,825万円 2.9

公
営
企
業
会
計

水 道 32億604万円 29億3,819万円 2億6,785万円 9.1

公 共 下 水 道 30億7,283万円 31億2,379万円 △5,096万円 △ 1.6

小 計 62億7,887万円 60億6,198万円 2億1,689万円 3.6

合 計 491億5,014万円 474億4,500万円 17億514万円 3.6

※1万円未満を四捨五入しているため、小計、合計、増減額が合わないことがあります。

用語説明
●民生費…児童・高齢者・障害者福祉、生活保護などの経費
●総務費…庁舎管理、戸籍、徴税、選挙などの経費
●教育費…学校教育、生涯学習などの経費
●公債費…借入金（市債）の返済金と利子
●土木費…道路、河川、公園の整備などの経費
●衛生費…疾病予防、健康増進、ごみ処理などの経費
●消防費…消防活動、災害対策などの経費
●商工費…商工業振興、観光振興などの経費
●農業費…農業振興、生産基盤整備などの経費

●市税…市民税、固定資産税などの税金
●地方交付税…市町村の財政力などに応じて国税の一部が
配分されるもの
●国庫（県）支出金…国（県）からの負担金、補助金、委託金
●地方消費税交付金…消費税と併せて徴収される地方消費
税のうち、一定割合が国から県を通じて配分されるもの
●市債…市の借入金（借金）
●繰越金…前年度からの繰越金
●繰入金…基金（積立金）の取り崩しなど

用語説明

歳 入
264億5,000万円

市税
104億6,241万円

39.6%

市債
12億670万円 
4.6%

地方交付税
44億3,000万円 

16.8%

国庫支出金
43億8,979万円 

16.6%

地方消費税交付金
17億円 
6.4%

県支出金
19億5,141万円 

7.4%

諸収入
4億2,302万円 

1.6%

繰越金
4億5,000万円 

1.7%

繰入金
4億2,834万円 

1.6%

その他
10億833万円 
3.7%

歳 出
264億5,000万円

民生費
115億5,427万円 

43.7%

総務費
32億2,102万円 

12.2%

公債費
26億9,581万円 

10.2%

土木費
24億5,591万円 

9.3%

教育費
28億876万円 
10.6%

衛生費
16億34万円 
6.0%

消防費
10億9,272万円 

4.1%

商工費
3億9,677万円 

1.5%

農業費
3億3,610万円 

1.3%

その他
2億8,830万円 

1.1%

市税市税
　市税収入は、中小事業者などに対する固定資産税と都
市計画税の軽減特例措置が終了することや、たばこ税の
税率引き上げの影響、各税目の令和3年度における実績
などを踏まえて増加を見込んだことから、前年度から6億
6,952万円の増(＋6.8％)となりました。

市債市債
　市債発行額は、スマート街路灯・LED街路灯整備事業の
実施により総務債が増加したものの、国の財源不足額の
解消により臨時財政対策債の発行額が大幅に抑制された
ことから、前年度から9億5,560万円の減(△44.2％)とな
りました。なお、借り入れに当たっては、合併特例債など交
付税措置のある有利なものを優先的に活用していきます。

繰入金繰入金
　財源不足を補うための基金取り崩しについては、財政調
整基金から4億円（前年度同額）を計上しました。

民生費民生費
　国民健康保険事業費特別会計への繰出金、障害者や
生活保護に対する扶助費の増などにより、前年度から5億
614万円の増(＋4.6％)となりました。

総務費総務費
　スマート街路灯・LED街路灯整備事業の実施や定年退職
者の増加による退職手当の増などにより、前年度から4億
3,567万円の増(＋15.6％)となりました。

教育費教育費
　埼玉県行田地方庁舎の設備更新工事の終了に伴う負担
金の減などにより、前年度から6,984万円の減(△2.4％)
となりました。

土木費土木費
　校庭貯留施設の整備や水城公園東側園地の再整備、通
学路安全対策による工事請負費の増などにより、前年度か
ら9,255万円の増(＋3.9％)となりました。
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令和4年度の令和4年度の主主なな施策施策とと予算額予算額

▶問い合わせ　財政課（内線325・326）

自宅療養者等生活支援事業 855万円
　 新型コロナウイルス感染症による自宅療養者などに対
し、自宅療養ヘルプセットの提供、買物やごみ出しの代
行、療養上の困りごとの確認を行います。
地域共生社会推進事業 79万円
　 地域共生社会の実現を目指し、重層的支援体制の構築に
向けた準備を進めます。
感染症予防事業 2億384万円
　 予防接種の実施により、感染症による死亡率の低下や後
遺症の予防および流行抑制を図ります。令和4年度は、子
宮頸がん予防ワクチン接種の積極的勧奨を再開します。
地域公共交通事業 2億691万円

　 市内循環バスの運行や生活路線バス運行経費の補助、デ
マンドタクシーの利用料金の助成を実施する他、持続可
能な運送サービスを確保するため、「地域公共交通計画」
を策定します。
空き家利活用促進事業 200万円
　 地域交流拠点などに空き家を利活用するための改修経費
を補助し、地域の活性化を図ります。
○新ごみ処理施設整備事業 5,090万円
　 羽生市と共に一部事務組合を設立し、新ごみ処理施設の
整備に必要な計画の策定や調査を実施します。
　道路維持補修・新設改良事業 2億3,743万円
　 狭あい道路の拡幅整備や幹線道路の舗装修繕、通学路整
備計画に基づく通学路の安全対策などを実施します。
○出水対策事業 1億8,939万円
　 埼玉県の忍川浸水対策重点地域緊急事業と連携し、校庭
貯留施設の整備を進めます。また、老朽化した排水機場

住住んでみたいんでみたい

住住んでよかったんでよかった

充実の子育て支援・質の高い教育・魅力ある就労環境
中学校給食費無償化事業 1億245万円

　 令和4年度の中学校全学年の給食費を無償化します。ま
た、食物アレルギーにより学校給食の提供を受けられな
い生徒や市外の中学校に通う生徒の保護者にも無償化分
に相当する補助金を交付します。

　※事業費には学校給食費の減収分を合算しています。
放課後児童健全育成事業 2億6,005万円

　 19カ所の学童保育室で学童保育を実施します。令和4年
度は南河原学童保育室を南河原小学校へ移転します。
子ども医療費支給事業 2億5,605万円

　 入院・通院ともに18歳に達する日以後最初の3月31日ま
で医療費の助成を行います。10月からは県内全域での
窓口無料化を実施します。
病児・病後児保育事業 1,164万円

　 保護者の就労などにより、家庭での看護が困難な病中病
後の児童を預かり、保育を実施します。令和3年12月か
ら対象児童を小学校6年生までに拡大しています。
産後健康診査事業 195万円

　 産後うつの予防などを目的として、出産後間もない時期
の産婦に対する健康診査を実施します。
学力向上支援事業 4,453万円

　 学力向上支援教員を配置し、担任との2人体制によるき
め細かな授業を実施します。令和4年度はフォローアッ
プ教室(補習学習)の開催に加え、ワーク教材の無償配布
により、中学校3年生の学習を支援します。

○学校ICT活用推進事業 7,488万円
　 児童生徒1人1台の学習用端末や指導者用デジタル教科
書を活用した授業を行うとともに、小中学校にICT支援
員を派遣します。

の設備更新を行います。
　田んぼダム事業 782万円
　 大雨や台風などによる河川流域の水害の軽減を図るた
め、水田貯留設備を整備します。
スマート街路灯・LED街路灯整備事業 1億9,659万円

　 市道の道路照明灯を全てＬＥＤ化するのに併せて、その
一部を通信機能を有するスマート街路灯設備とすること
で、調光リモート操作や日照データ収集などを行います。

　防災士資格取得補助事業 224万円
　 講座の開催や受験料の補助により防災士の資格取得を支
援し、地域の防災力向上を目指します。

○消防車両更新事業 5,100万円
　 計画的な消防用自動車や救急用自動車などの更新の一環
として、ボート積載車と消防ポンプ自動車の更新を行い
ます。

○ホップ・ステップ・ジャンプ外国語教育事業 5,244万円
　 外国語活動および外国語授業に外国語指導助手（ALT）を
配置し、外国語教育の充実を図ります。

　英語検定取得支援事業 267万円
　 英語検定の対策講座や検定料の補助を実施します。令和
4年度は対象を中学校全学年、4級以上の受検者に拡充
します。

○学校再編成事業 1,064万円
　 複式学級の解消に向け、学校再編成を推進します。令和
4年度は太田西小と太田東小の再編成による新校開校の
準備を進めます。

○いじめ・不登校対策事業 3,069万円
　 さわやか相談員の配置、「いじめそうだんホットライン」
の設置、学校ネットパトロールなどを実施します。

○起業家支援事業 985万円
　 市内の空き店舗などを利用する新規起業者に、家賃およ
び改装に要した費用の一部を助成します。

行行ってみたいってみたい
○行田おもてなし観光局による観光ブランディング事業 3,530万円
　 行田おもてなし観光局が行う公益事業への援助を通じて、観
光地としてのブランド化を図り、稼げる観光地域づくりを推
進します。
○(仮称)さきたま広場整備事業 5,500万円
　 さきたま古墳公園内に、行田おもてなし観光局と共同で、
観光物産施設を含む(仮称)さきたま広場を整備します。
○水城公園東側園地再整備事業 3,975万円
　 園内灯やベンチなどの更新整備を行い、憩い・散策・遊び
の日常的な利用を誰もが安心して楽しめる環境を創出し
ます。
○行田はちまんマルシェ開催事業 75万円
　 市内農産物や市内事業者の販売商品が一堂に会する行田
はちまんマルシェを開催し、地産地消の推進と八幡通り
の賑わい創出を図ります。
○田んぼアート米づくり体験事業 900万円
　 田んぼアートの作成により、行田産米や観光地行田をPR
するとともに、農業体験を通じた交流の促進や農業への
理解を醸成します。

○攻めの農業支援事業 600万円
　 6次産業化や農園開設、スマート農業化などを実施する
農業者を支援します。
新規就農・経営継承支援事業 533万円

　 就農や農業経営、経営発展に必要な資金の一部を助成す
ることで、農業人材の確保と定着を図ります。

○行田在来青大豆商品開発・販売促進事業 30万円
　 商品開発や販売促進を通じて「行田在来青大豆」のブラン
ド化を推進します。

自動操舵システムを搭載したトラクター

自宅療養ヘルプセット

タブレット端末を活用した授業風景

寄り添う市民福祉・適切なインフラの整備・万全な危機管理

稼ぐ観光産業・賑わう都市拠点・攻めの農産業

新規

新規

そのその他他のの施策施策
　学校跡地利活用検討事業 700万円
　 北河原小学校および須加小学校の新たな活用策の検討の
ために、地域のニーズと民間事業者などの利活用の可能
性を把握するための調査を行います。

　星宮小学校跡地利活用事業 625万円
　 星宮小学校の跡地への教育支援センターと埋蔵文化財セ
ンター(一部)の移転に向け、改修工事の設計や収蔵品な
どの運搬を行います。

　先端デジタル技術活用事業 376万円
　 音声認識ソフトによる会議録の作成、AI－OCRやRPA
の導入により手書き申請書のデータ化やシステム入力作
業の自動化を行い、業務の効率化を図ります。

立地適正化計画策定事業 1,001万円
　 居住誘導区域や都市機能誘導区域などを定める計画を策
定し、持続可能な集約・連携型のまちづくりの実現を図り
ます。
総合体育館空調設備更新事業 1億6,000万円
　 総合体育館の冷暖房設備（ロビー、会議室など）を更新し
ます。

総合体育館(行田グリーンアリーナ)

新規

新規

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

新規

拡充

拡充

拡充

拡充

新規

新規

新規

新規

新規

新規
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　本市における効率的・効果的な消防体制の充実強
化を図るため「行田市消防署所再編計画」を策定しま
した。
　今後は、この再編計画に基づき試行的運用期間と
して、10月から令和5年3月31日までの6カ月間、
消防署南分署を閉鎖し、消防署所再編の効果を検証
するなど、消防サービス充実強化の実現に取り組み
ます。なお、消防署所再編計画は市ホームページで
閲覧可能です。

▶問い合わせ　消防本部消防総務課☎550―2119

消防署南分署を試行的に消防署南分署を試行的に
閉鎖します閉鎖します

　太田西小学校と太田東小学校との再編成による新
しい学校の校名が「行田市立太田小学校」に決定しま
した。太田西小学校と太田東小学校を統合し、令和
5年4月から新たに「行田市立太田小学校」が開校し
ます。
　なお、校名は保護者や地域の方の意見を基に、再
編成準備委員会および学校運営部会での協議により
候補を決定し、議会の議決を経て決定しました。

▶ 問い合わせ　教育総務課☎556―8311

令和5年4月に太田小学校が令和5年4月に太田小学校が
開校します開校します

合併処理浄化槽設置補助金を交付します

新型コロナウイルス感染症対策予算新型コロナウイルス感染症対策予算
2億2,878万円2億2,878万円

▶問い合わせ　財政課（内線325・326）

　令和4年度に実施する主な新型コロナウイルス感染症対策は次のとおりです。
　※令和3年度3月補正予算で措置し、令和4年度に繰り越して実施する事業も含みます。

中学校給食費無償化事業(再掲)1億245万円中学校給食費無償化事業(再掲)1億245万円

　議会委員会室を改修し、稼働間仕切りを設置すると
ともに、赤外線マイクシステムを導入します。

自宅療養者等生活支援事業(再掲)　855万円自宅療養者等生活支援事業(再掲)　855万円

委員会室感染症対策改修事業　　　646万円委員会室感染症対策改修事業　　　646万円

　スマートフォンの初歩的な操作から、SNSの活用、
市のオンライン手続きへの対応までの一連の内容につ
いての講習会を開催します。
　年間を通じて中央公民館および各地域公民館での講
習を予定しています。

スマートフォン講習会開催事業　　300万円スマートフォン講習会開催事業　　300万円

　申請書などを自動作成する「書かない窓口」を導入し、
接触機会の減少や窓口滞在時間の短縮を図ります。

窓口業務改善事業　　　　　　　3,484万円窓口業務改善事業　　　　　　　3,484万円

　市民課窓口に自動釣銭機能やキャッシュレス決済な
どに対応したレジスターを導入します。

非接触型レジスター導入事業　　　277万円非接触型レジスター導入事業　　　277万円

　障害者施設や高齢者福祉施設、児童福祉施設などに
おける感染症の拡大防止のため、アルコール消毒液な
どを配布します。

社会福祉施設等感染拡大防止用品配布事業　627万円社会福祉施設等感染拡大防止用品配布事業　627万円

　児童福祉施設などが行う感染対策に対して補助金を
交付します。

児童福祉施設等感染拡大防止対策支援事業  1,640万円児童福祉施設等感染拡大防止対策支援事業  1,640万円

　公立保育所における感染症の拡大防止のため、アル
コール消毒液などを購入します。

公立保育所感染拡大防止対策事業　　36万円公立保育所感染拡大防止対策事業　　36万円

　市内事業者の「事業継続力強化計画」(感染症の拡大
や自然災害などに対応するための計画)の策定を支援し
ます。

事業継続力強化計画策定促進事業　1,063万円事業継続力強化計画策定促進事業　1,063万円

　感染症拡大状況下においても消防・救急体制を維持
するため、消防職員の新型コロナウイルス感染症検査
を実施します。

消防職員感染症検査実施事業　　　229万円消防職員感染症検査実施事業　　　229万円

　消防庁舎の浴室と仮眠室を個室化し、消防職員の感
染防止対策を強化します。

消防庁舎感染症対策改修事業　　1,002万円消防庁舎感染症対策改修事業　　1,002万円

　避難所開設時の新型コロナウイルス感染症対策を目
的として、感染防護セットの備蓄を行います。

避難所感染拡大防止用品購入事業   　86万円避難所感染拡大防止用品購入事業   　86万円

　小中学校の感染症の拡大防止のため、アルコール消
毒液などを購入します。

小中学校感染拡大防止対策事業　 2,128万円小中学校感染拡大防止対策事業　 2,128万円

　コロナ禍におけるオンライン学習の充実に必要な機
器を各小・中学校に配備します。

学校ＩＣＴ環境整備事業　　　　　260万円学校ＩＣＴ環境整備事業　　　　　260万円

▶ 募集期間　5月31日㈫まで
▶ 応募条件　次の①～③に全て該当すること。
　　　　　　① 新しい学校の校章としてふさわしく、

明るいイメージのもの。
　　　　　　② グラデーション、ぼかし、濃淡で表現

しないこと。
　　　　　　③ 自作、未発表のもので、他の商標や校

章（太田西小と太田東小のものを含む）
の模倣でないこと。

▶ 応募方法　 【用紙で提出する場合】応募用紙または
任意の用紙に住所、氏名、連絡先（電話
番号またはEメールアドレス）、校章デ
ザイン、校章デザインの説明を記入の
上、応募箱（太田西小学校、太田東小学校、
太田中学校、太田公民館、地域文化セン
ターに設置）に投函するか、持参または
郵送により提出してください。

　　　　　　 【持参・郵送】〒361―0052　行田市本
丸2―20 行田市教育委員会教育総務課
※応募用紙は、市ホームページでダウン
ロードできる他、市役所、行田市教育委
員会、太田公民館、地域文化センター、
コミュニティセンターみずしろ、行田グ
リーンアリーナ、太田中学校、太田西小
学校、太田東小学校で配布

　　　　　　 【電子データで提出する場合】電子デー
タはJPEG、GIF、PNG形式のものとし
ます。提出の際には、住所、氏名、連絡
先（電話番号またはEメールアドレス）、
校章デザインの説明を入力した任意の

ファイルを添付するか、Eメール本文に
記載し、次のいずれかの方法で提出して
ください。

　　　　　　① Eメールでの提出は、ファイルサイ
ズを2メガバイト以内、件名を「太田
小学校校章応募」とし、学校再編担当
宛に送付してください。【Eメール】
gakkosaihen@city.gyoda.lg.jp

　　　　　　② CDまたはDVDに保存した物を、持
参または郵送により同課に提出して
ください。

▶ 選定方法　 応募のあったデザイン案とその説明を基
に、再編成準備委員会で選考した後、太
田西小と太田東小の児童で投票を行いま
す。

▶ 主な留意事項
　　　　　　・ 応募数に制限はありませんが、応募用

紙1枚につき図案1点とします。
　　　　　　・ 手書きの場合、図案は直径5センチ

メートル以上でA4判の用紙に収まる
大きさで描いてください。

　　　　　　・ 応募作品は、応募者の了承を得ず、第
三者が補正・修正をする場合がありま
す。

　　　　　　・ 応募作品に関する著作権などの一切の
権利は、無償で行田市教育委員会に帰
属します。

　　　　　　・応募作品は返却しません。
▶問い合わせ 同課☎556―8311

太田小学校の校章デザインを募集します太田小学校の校章デザインを募集します
　令和5年4月の開校に向けて行田市立太田小学校の校章デザインを募集します。



2022.4 市報 ぎょうだ 1415

文具などが寄贈されました文具などが寄贈されました

　3月9日、ナカバヤシ株式会社代表取締役社長執行役
員の湯本秀昭さんと株式会社広田紙工代表取締役の中之
庄幸三さんが市役所を訪れ、市内の児童・生徒が東京オ
リンピック・パラリンピックの感動を忘れず、夢に向かっ
て歩んでほしいと、東京オリンピック・パラリンピック
のオフィシャルライセンスグッズを寄贈しました。
　寄贈されたポケットアルバム、ペーパーフォトスタン
ド、1色ボールペン、2色ボールペン、筆ペン6色セットを、
市内小・中学校および県立行田特別支援学校の全ての児
童・生徒に配布しました。
▶問い合わせ　教育総務課☎556―8311

第1回英語検定・準会場受験を第1回英語検定・準会場受験を
実施します実施します

2022田んぼアートin行田2022田んぼアートin行田
田植えイベント参加者を募集します田植えイベント参加者を募集します

タブレット端末用タッチペンがタブレット端末用タッチペンが
寄贈されました寄贈されました

　英語検定取得支援事業の一環として、市内各中学校お
よび市内施設を会場に、日本英語検定協会が実施する実
用英語技能検定（英検）の第1回（5月実施）1次試験準会場
受験を実施します。
▶対象　
　①市内中学校に在籍する生徒
　② 市内に住所を有し、市外の中学校に在籍している生徒
▶ 対象となる英語検定　公益財団法人日本英語検定協会
が実施する実用英語技能検定の2級～ 5級
▶場所　
　【①の生徒】 各学校（2級および準2級は、市内公共施設）
　【②の生徒】市内公共施設
▶申し込み　
　【①の生徒】学校が指定した日までに各学校
　【②の生徒】 4月18日㈪～ 22日㈮の午前8時30分～

午後5時に教育指導課
▶その他　詳細は、市ホームページをご覧ください。
▶問い合わせ　同課☎556―8316

　ギネス世界記録®認定やさまざまなコンテンツ
とのコラボレーションなど、毎年注目を集めてい
る田んぼアート。昨年に引き続き、感染症対策を
行った上で実施します。ぜひ、皆さんの力ですて
きなアートを完成させましょう。
【絵柄部分を植える田植えボランティア募集】
▶期日　6月11日㈯※雨天決行
▶場所　古代蓮会館東側の田んぼ
▶ 内容　田植え作業（午前8時30分受付開始、午
前9時30分作業開始（終了次第解散））（予定）
▶応募資格　中学生以上の方（田植え経験者歓迎）
▶定員　200人
▶参加費　無料
▶ 特典　収穫後に米をプレゼントします。
▶ その他　希望者には、ボランティア活動証明を
発行します。

【誰でも参加可能！田植え体験】
▶期日　6月12日㈰
▶場所　古代蓮会館東側の田んぼ
▶内容　田植え体験（午前中1時間程度）
▶定員　200人
▶参加費　1人当たり1,000円
▶特典　収穫後に米をプレゼントします。

いずれも
▶ 申し込み　4月1日㈮～ 28日㈭に行田市電子
申請・届出システム、電話、FAXのいずれかの
方法により、田んぼアート米づくり体験事業推
進協議会事務局（農政課内）へ申し込みください。
なお、申し込みに際しては、参加者全員の住所・
氏名・年齢・電話番号が必要です。

　※定員になり次第受付終了
　 【行田市電子申請・届出システム】https://
s-kantan.jp/city-gyoda-saitama-u/offer/
offerList_detail.action?tempSeq=31637
【FAX】556―4933
▶ 問い合わせ　同協議会事務局
　（農政課内）（内線386・387）

　3月8日、サーパス工業株式会社代表取締役社長の今
井高志さんが教育委員会を訪れ、本市のICT教育に役立
ててほしいとタブレット端末用タッチペン600本を寄贈
しました。
　このたび寄贈されたタブレット端末用タッチペンは、
ICTを活用した学習に活用するため、市内全小学校の新
入学児童に配布されます。
▶問い合わせ　教育指導課☎556―8316

英語検定の検定料を補助します英語検定の検定料を補助します
　市では、生徒の英語力および学習意欲の向上を図るこ
とを目的に、公益財団法人日本英語検定協会が実施する
実用英語技能検定の受験者の保護者に対し、検定料の一
部を補助します。
▶対象　次のいずれかに該当する方
　・市内中学校に在籍する生徒の保護者
　・ 市内に住所を有し、市外の中学校に在籍している生

徒の保護者 
▶ 対象となる英語検定　公益財団法人日本英語検定協会
が実施する実用英語技能検定の1級～ 4級
▶ 補助金額　生徒1人につき1回当たり2,000円。ただし、
4級については、1,000円。（同一年度2回まで）
▶ その他　申請手続きなどの詳細は、市ホームページを
ご覧ください。
▶申請・問い合わせ　教育指導課☎556―8316

対象を中学校全学年に拡大

石井市長に目録を手渡すナカバヤシ株式会社 湯本さん（中央）
と株式会社広田紙工 中之庄さん（左）

齊藤教育長にタブレット端末用タッチペンを手渡す
今井高志代表取締役社長（左）

　市民サービスの向上とスリムで効率的な組織体制確立の
ため、市の組織を4月1日から次のとおり変更しました。（変
更箇所：下線部）
▶ 課および室の新設　自治体DXや地域共生社会の推進など
の新たな課題に対応するため、総合政策部に情報政策課
を、健康福祉部に地域共生社会推進室を新設しました。

▶  保健センターの組織名称を変更　保健センターの組織名
称を、健康づくり課に変更しました。なお、施設として
の名称や場所に変更はありません。

▶ 教育委員会1部制　組織のスリム化と効率的な事業推進
のため、教育委員会の2部(学校教育部・生涯学習部)を
統合し、教育部としました。また、一部の課の名称を変
更しました。

市の組織が一部変わりました市の組織が一部変わりました

【総合政策部】
•企画政策課
•秘書課
•財政課
•広報広聴課
•財産管理課

【総合政策部】
•企画政策課
•秘書課
•財政課
•広報広聴課
•財産管理課
•情報政策課（新設）

【学校教育部】
•教育総務課
•学校教育課
•学校給食センター
•教育研修センター

【生涯学習部】
•生涯学習スポーツ課
•文化財保護課
•中央公民館
•図書館
•郷土博物館

【教育部】
•教育総務課
•教育指導課
•生涯学習スポーツ課
•文化財保護課
•学校給食センター
•教育支援センター
•中央公民館
•図書館
•郷土博物館

【消防本部】
•総務課
•予防課

【消防本部】
•消防総務課
•予防課

【健康福祉部】
•福祉課
•子ども未来課
•高齢者福祉課
•保険年金課
•保健センター

【健康福祉部】
•福祉課
•子ども未来課
•高齢者福祉課
•地域共生社会推進室（新設）
•保険年金課
•健康づくり課 (保健センター内)

▶問い合わせ　企画政策課行政改革グループ（内線312）
応募フォーム
二次元コード
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行田市を舞台にしたRPGアプリでクーポンを提供しませんか行田市を舞台にしたRPGアプリでクーポンを提供しませんか
　市では、市内の史跡・施設・産業などの魅力を市内外に発信するため、行田市を一つの「世界」に見立てて冒険
をするスマートフォン用RPGアプリ「言

こと
な絶

た
えそね―行田創生RPG―」を無料配信し、ゲーム内でクーポンを配

布しています。クーポンの提供事業者になってアプリ内でお店をPRしてみませんか。

▶クーポンの概要　
　・ 店頭でクーポンを提示された方へ特典やサービスを
提供していただきます。

　　 （提供クーポンの例：1,000円以上の支払いで100
円引き、注文時に○○をサービスなど）。

　・ クーポンは、RPGアプリ内に掲載します。
　・ 掲載費用は無料です。
　・ 提供できるクーポンは1事業者1種類までです。
▶主な応募条件　
　・ 市内で営業する店舗・事業者であること
　・ クーポンを提示した方へ、記載されたサービスが提
供できること

▶ 申し込み　申込書（市ホームページからダウンロード
可）に必要事項を記入の上、郵送、FAX、Eメールのい
ずれかの方法または行田市電子申請・届出システムに

より、企画政策課へ提出してください。
　 【 郵 送 】 〒361―8601 行 田 市 本 丸2―5 行 田
市 企 画 政 策 課【FAX】553―1355【Eメ ー ル 】
kikakuseisaku@city.gyoda.lg.jp
▶ その他　詳細は市ホームページ「クーポン提供事業者
募集」のページをご確認ください。
▶ 問い合わせ　同課企画政策グループ（内線308）

　市では、令和４年度から令和６年度までの３年間を計画期間とする「行田市行財政集中改革プラン2022」を
新たに策定しました。この計画には、歳入確保や歳出削減など、これまで行ってきた行財政改革の取り組みに加え、
AIなどの先端デジタル技術を活用した市民サービスの向上や業務の効率化など、新しい視点による取り組みも掲
げています。今後は本計画に基づき、新たな時代に合った「新しい市役所」の実現に向け、改革を着実に進めて
いきます。

▶計画期間　令和４年度～６年度
▶計画の管理 計画に掲げた取り組みの進ちょく状況は、市ホームページなどで公表します。
▶そ の 他　計画は、市ホームページからダウンロードできる他、市政情報コーナーでも閲覧できます。
▶問い合わせ 企画政策課行政改革グループ(内線309)

行財政集中改革プラン2022を策定しました行財政集中改革プラン2022を策定しました

　2月23日の天皇誕生日に際して、優良民間社会
福祉事業施設として、天皇陛下から御下賜金が下
賜された社会福祉法人英光会和光保育園の松田純
子理事長が、3月4日に市役所を訪れました。
　和光保育園は、昭和17年4月の開設以来、令和
4年で開設80周年を迎え、長きにわたり地域の児
童福祉の向上の貢献が認められ、このたびの御下
賜金の受領となりました。
▶問い合わせ　子ども未来課（内線257）

　3月8日、県立進修館高等学校ものづくり科の生
徒6人が市役所を訪れ、卒業製作で作成した足踏
み式アルコールスタンド20台を市に寄贈しました。
　これは、現在普及しているスタンドが大人向け
の高さであることから、コロナ禍で子供たちが使
いやすいものをと、生徒たちが試行錯誤を重ねて
設計・製作したものです。リーダーを務めた小川
友
ゆう と
翔さんは「子供たちに日々の感染対策を楽しみ

ながら意識的に取り組んでもらいたい」と思いを
語ってくれました。
　寄贈された足踏み式アルコールスタンドは、市
内の保育園や小学校で活用させていただきます。
▶ 問い合わせ　財産管理課ファシリティマネジメ
ントグループ（内線311）

　市内の私立幼稚園では、地域子ども・子育て支
援事業として各園で未就園児を対象に園庭開放や
親子教室を行っています。親子一緒に気軽に遊び
にお出掛けください。詳細は、各幼稚園へ問い合
わせください。
▶申し込み・問い合わせ　

　2月20日、地元に伝わる民話などを語り継ぐ忍
の行田の「昔ばなし」語り部の会「創立10周年
記念公演会」が開催されました。開会セレモニー
では、福島伸悦会長から市内の子どもたちに読ん
でもらいたいと、同会創立10周年を記念して発
刊された「忍の行田の昔ばなし」（全81話）150冊
が市に寄贈されました。
　寄贈された刊行物は、市内の保育園、幼稚園、小・
中学校、地域公民館および図書館へ配布しました。
▶ 問い合わせ　地域活動推進課（内線253）

和光保育園に和光保育園に御御
ご かご か

下下賜賜
しきんし き ん

金金がが
下賜されました下賜されました

県立進修館高等学校から足踏み式県立進修館高等学校から足踏み式
アルコールスタンドが寄贈されましたアルコールスタンドが寄贈されました

幼稚園が行う子育て支援事業幼稚園が行う子育て支援事業

「忍の行田の昔ばなし」が「忍の行田の昔ばなし」が
寄贈されました寄贈されました

石井市長に下賜の喜びを報告する松田純子理事長（左）
石井市長に足踏み式アルコールスタンドを手渡す

進修館高校の皆さん

石井市長に目録を手渡す福島伸悦会長（左）
園　　名 所在地 電話番号

老本幼稚園 旭町16―38 553―2771

行田幼稚園 富士見町2―27―2 554―5169

富士見ケ丘幼稚園 駒形1―9―7 556―7494

ホザナ幼稚園 本丸11―20 555―2301

まつたけ幼稚園 門井町2―19―9 554―7348

南河原幼稚園 南河原777―2 557―0234

やごうこども園 谷郷2―5―1 554―5752

やなぎ幼稚園 渡柳563―3 559―1001

行財政集中改革プラン２０２２
ニューノーマル※を実現する新しい市役所へ

改革
７

歳入確保と歳出抑
制による健全財政
の堅持

改革
８

市有施設等の適正
な管理・活用

第４の柱

持続可能な
財政運営の実現

改革
５

時代や状況の変化
へ弾力的に対応す
る組織と人財づくり

改革
６

ビジネスプロセス・
リエンジニアリン
グの徹底

第３の柱

市役所風土変革による
効率的・効果的な行政運営

改革
３

民間活用による効
率的な公共サービ
スの提供

改革
４

民間や他自治体と
の協力・連携による
行政手法の多様化

第２の柱

民間活力等の
活用や協働の推進

計画では、４本の柱で掲げるゴールを達成するため、個別具体的な23の取組項目を掲げています。
※「ニューノーマル」とはNew(新しいこと）とNormal（正常、標準、常態）を合わせた造語で、Withコロナ・Afterコロナ
　の時代に求められる新しい生活様式のこと。

第１の柱

スマート自治体への
転換による市民サービスの向上

改革
１

ニューノーマルを
意識した便利な
サービス

改革
２

デジタル技術を活
用した生活に役立
つサービス
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　行田ロータリークラブ創立55周年を記念して、横
田康介同クラブ会長から図書館へ小型移動図書館車
が寄贈され、3月17日に贈呈式が行われました。
　これまでに同クラブが寄付した行田ロータリー文
庫をはじめ、数多くの本をより多くの人に読んでほ
しいとの願いから今回の寄贈に至りました。
　寄贈された移動図書館車は、市内の小学6年生を
対象に愛称の募集が行われ、198件の応募の中から
「たびりん号」と名付けられました。「たびりん号」は
今後、約500冊の図書を積載し、学童保育室、保育
園などの施設やイベント会場への運行を予定してい
ます。

▶問い合わせ　同館☎556―4227

　民法改正により、4月1日から成年年齢（成人）が20歳から18歳になりました。しかし、市では、民法改正後
もこれまでと同様に20歳になる方を対象として、1月の成人の日を含む三連休の中日に式典を開催します。式典
の名称は、これまでの「新成人を祝う会」から「二十歳（ハタチ）を祝う会」とします。
　今後の式典などの情報は、市報「ぎょうだ」や市ホームページなどでお知らせしますのでご確認ください。

今後の式典開催予定日

平成14年4月2日から平成15年4月1日生まれの方 ➡ 令和5年1月8日㈰
平成15年4月2日から平成16年4月1日生まれの方 ➡ 令和6年1月7日㈰ 
平成16年4月2日から平成17年4月1日生まれの方 ➡ 令和7年1月12日㈰ 

　二十歳を迎える皆さんの門出を祝福するため、「二十歳を祝う会」を開催します。令和5年の式典は、次
のとおり実施する予定です。
▶開催日時　令和5年1月8日㈰午後1時（正午から受け付け）
▶場    所　産業文化会館ホール
 ※新型コロナウイルス感染症の影響により、2部制に変更となる場合があります。

実行委員を募集します
　この催しの企画・運営は「二十歳を祝う会実行委員会」が行います。「思い出に残る式典を自分たちの手
で作りあげたい」という方は、ぜひご応募ください。
▶実行委員会回数　7回程度
▶時    間　午後7時～ 9時
▶場    所　産業文化会館会議室
▶対    象　平成14年4月2日～平成15年4月1日生まれの方
▶募集人員　5人程度
▶申し込み　 4月8日㈮までに住所、氏名、電話番号、生年月日、出身中学校を明記の上（様式自由）、電話、

FAXまたはEメールにより提出してください。【FAX】556―0770【Eメール】shou-spo@
city.gyoda.lg.jp

▶問い合わせ 生涯学習スポーツ課☎556―8319

令和5年「二十歳を祝う会」令和5年「二十歳を祝う会」
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行田ロータリークラブから行田ロータリークラブから 移動図書館車移動図書館車 が寄贈されましたが寄贈されました

2023年（令和5年）以降の成人式についてお知らせします2023年（令和5年）以降の成人式についてお知らせします

令和4年度 第22回子育てサポーター養成講座の受講生を募集します令和4年度 第22回子育てサポーター養成講座の受講生を募集します
　皆さんが持っている子育てに関する知識と技量を、さらに高める研修講座を開催します。
　この研修を受講した方は、子育てサロンスタッフや行田市ファミリー・サポート・センターの会員として子育てを
サポートするなど、地域で活躍しています。「子育てサポーターとして、子育て中の皆さんを応援したい」という方は、
ぜひご応募ください。

▶日時・場所・内容など　

日　　時 内　　　　　容 講　　　師
5月24日㈫
午前10時～11時45分

•開講式
•開講記念講演「地域ボランティアの役割」

清水隆さん
（埼玉県家庭教育振興協議会理事）

5月31日㈫
午前10時～11時30分 •講義「児童虐待について～関わり方～」 熊谷児童相談所職員

6月7日㈫
午前10時～11時30分 •講義「発達障害について」　 増田秀明さん

（元小学校教諭、現「ステップ教室」講師）
6月14日㈫
午前10時～11時30分 •講義「子どもの遊び、リズム遊び」 三橋さゆりさん

（埼玉大学教育学部准教授、声楽家）
6月21日㈫
午前10時～11時30分 •講義・実技「こどもの救急対応」 消防署職員

6月28日㈫
午前10時～正午

•講義「乳幼児期の成長発達」
•交流会、閉講式 健康づくり課職員

▶場    所　総合福祉会館「やすらぎの里」第3研修室
▶対    象　 子育てサポーター・子育てサロンスタッフとしての基礎知識を学び、広く地域社会で貢献したいと願う

子ども好きな方
▶募集人数　60人（2019年度以前の修了者の再受講も可）※先着順
▶受 講 料　無料
▶持 ち 物　マスク着用、筆記用具、子育てサポータースタンプカード（2019年度以前の修了者）
▶そ の 他　4回出席した方を修了者として認定します。
▶主    催　行田市教育委員会、行田市社会福祉協議会、NPO法人子育てネット行田
▶共    催　埼玉県家庭教育振興協議会
▶申し込み　 生涯学習スポーツ課、行田市社会福祉協議会、NPO法人子育てネット行田事務局で配布している所定の

申込書に必要事項を記入の上、5月10日㈫までに持参、郵送、FAXのいずれかの方法により申し込みく
ださい。

 •行田市社会福祉協議会【持参・郵送】〒361―0002 行田市酒巻1737―1【FAX】557―5411
 •生涯学習スポーツ課【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸2―20【FAX】556―0770
 •NPO法人子育てネット行田事務局【持参・郵送】〒361―0032 行田市佐間1－13－1【FAX】556―7765
▶そ の 他　新型コロナウィルスの感染状況により、内容などが変更になる場合があります。
▶問い合わせ 同協議会☎557―5400、同課☎556―8319、同事務局☎556―7765

石井市長に移動図書館車の鍵を手渡す横田康介会長石井市長に移動図書館車の鍵を手渡す横田康介会長

移動図書館車を利用する北小学校児童らの様子移動図書館車を利用する北小学校児童らの様子
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　固定資産税の納税に先立ち、「縦覧帳簿の縦覧」
や「固定資産課税台帳の閲覧」によって、固定資産
の内容を確認することができます。

縦覧帳簿の縦覧
　土地または家屋に固定資産税が課税されている
方は、縦覧帳簿で市内の土地または家屋の価格を
縦覧することができます。

▶ 日時　4月1日㈮～ 5月31日㈫（土曜日、祝日
を除く）

　 【月～金曜日】午前8時30分～午後５時15分
　【日曜日】午前8時30分～正午
▶場所　税務課

固定資産課税台帳の閲覧
　固定資産税の納税義務者は、4月1日から令和
4年度課税台帳を閲覧し、所有する固定資産の課
税内容を確認することができます。
　また、借地および借家人も、賃借権などの目的
である固定資産に限って閲覧することができます
が、賃貸借契約書などの確認を必要とします。詳
しくは同課まで問い合わせください。

▶ お願い　縦覧および閲覧ができる方かどうかを
確認するため、運転免許証や健康保険証など本
人確認ができるものを持参してください。また、
代理の方が来る場合には、委任状なども併せて
持参してください。

▶ 問い合わせ　同課資産税グループ（内線233・234）

縦覧・閲覧制度を利用して縦覧・閲覧制度を利用して
固定資産の確認ができます固定資産の確認ができます

　令和４年４月１日以後に市内の施工業者を利用し
て個人所有住宅などの改修工事を行った場合、その
工事費の一部を補助します。

▶ 対象となる方　次の全ての要件を満たしている方
　・市内在住の方
　・ 改修工事を行う住宅などの所有者で、かつ現在
居住している方

　・市税の滞納がない方
　・ 市が実施する他の同様の補助金や助成金を受け
ていない方

▶ 対象となる工事　
　・ 住居部分およびその住宅に附帯する外構施設
（駐車場、塀、門、外灯など）に関する修繕、
改装工事

　・消費税を除く工事費が20万円以上の工事
　・ 令和４年４月1日以後に市内業者が行った工事（た

だし、新型コロナウイルス感染症の影響により工
事の開始または完了が遅れ、令和３年10月1日～
令和４年3月31日に完了した工事も対象とする）

▶ 補助金額　消費税を除く工事費の5パーセント相
当額（上限10万円）
▶ 申請開始日　4月13日㈬
▶必要書類
　①住宅改修資金補助金交付申請書兼請求書
　②住民票の写し
　③未納税額のないことの証明書（完納証明書）
　④ 固定資産税の課税明細書またはそれに代わる書類
　⑤工事証明書
　※ 新型コロナウイルス感染症の影響により工事の
開始または完了が遅れた場合は必ず遅延状況を
詳しく記入してください。

　⑥改修工事の工事内訳書（コピー可）（見積書、請求
書および契約書など、工事の明細が分かるもの）

　⑦領収書（コピー可）
　※ 申請に必要な書類は、商工観光課で配布（市ホー
ムページからダウンロード可）しています。

▶ 申請期限　工事完了日の属する月から起算して6カ月
後の末日または令和5年3月31日のいずれか早い方
　（例） 令和3年10月20日工事完了の場合は、令

和4年4月末日が申請期限
▶その他　
　・ 令和３年度に工事を着工したもので、通常の工
期によるものについては対象になりません。

　・ 予算の範囲内での補助となりますので、年度途
中で終了する場合があります。

▶ 申し込み　工事が完了し、支払い後に必要書類を
直接または郵送により商工観光課に提出してく
ださい。【郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5  
行田市商工観光課
▶問い合わせ　同課（内線374）

個人所有住宅などの改修資金個人所有住宅などの改修資金
を補助しますを補助します

新型コロナウイルス感染症の影響により、確定申
告期間内（申告所得税は2月16日～ 3月15日）の
申告などが困難な場合には、4月15日㈮までの間、
申告や納付などの期限を延長することができます。

▶ 申請方法　期限後に申告が可能になった時点
で、申告書の余白などに「新型コロナウイルス
による申告・納付期限延長申請」である旨を記
載して税務署へ提出してください。申告書の提
出日が申告・納付期限となります。

　※ 4月16日㈯以降であっても、「災害による申告、
納付等の期限延長申請書」を提出することで、申
告や納付などの期限を延長することができます。

▶ 問い合わせ 行田税務署☎556―2121（音声案
内2を選択）

新型コロナウイルス感染症の新型コロナウイルス感染症の
影響により申告期限までの影響により申告期限までの
申告等が困難な方へ申告等が困難な方へ
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　市では、75歳以上の方および障害をお持ちの方の移動手段を確保するため、行田市デマンドタクシー事業を
実施しています。このたび、4月1日付けで指定乗降場所の更新を行いました。追加・廃止となった指定乗降
場所は、次のとおりです。
なお、4月1日からは、廃止となった指定乗降場所でのデマンドタクシーの利用はできませんのでご注意ください。

デマンドタクシー事業の指定乗降場所を更新しました

▶問い合わせ　交通対策課（内線284）

 E　商業施設・店舗など 所在地
E－124 美容室ユキ 向町12―33
E－125 モアニケラ ヘア＆ケアサロン 本丸1―15
E－126 深町フライ店 忍1―4―7
E－127 ぱあまや トムズハウス 長野1262―3
E－128 田代ふとん店 行田16―16
E－129 満る岡 城西4―6―21
E－130 プティット  ポーム 忍2―19―11
E－131 十万石 行田本店 行田20―15

 A　医療機関・調剤薬局 所在地
A－91 伊藤歯科医院 野134―1

《追加》4月1日から指定乗降場所として利用できます
 Ｉ　市内循環バス停留所
I－8 JA中央支店前（F－15あり）
I－9 勝呂住宅前（J－15あり）
I－10 若小玉郵便局前（F－14あり）
I－18 地域文化センター（H－33あり）
I－19 下真名板
I－20 関根
I－21 松井歯科医院前（A－67あり）
I－43 星河公民館前（H－35あり）
I－45 白川戸
I－46 まきば園入口（C－35あり）
I－47 観音堂入口
I－48 一斎条
I－53 北分署前
I－59 須加集会所入口
I－76 清善寺
I－97 皿尾
I－98 中里
I－101 星川橋
I－102 福祉の里おきな（C－9あり）
I－104 広田
I－105 三区東
I－106 三区
I－107 南河原幼稚園前
I－111 南河原公民館入口（H－37あり）
I－112 河原神社
I－119 行田保育園前
I－125 春日神社入口
I－126 蓮華寺裏
I－145 特別養護老人ホーム行田さくらそう（C－12あり）

《廃止》4月1日から指定乗降場所として利用できません 

 Ｌ　その他 所在地
Ｌ－6 日本キリスト教団行田教会 本丸11―20
L－7 さきたま霊園 渡柳1249―10
L－8 長久寺 桜町2―20―44

Ｉ　市内循環バス停留所
Ｉ－146 行田八幡神社
Ｉ－147 富士見公園入口
Ｉ－148 地域文化センター入口
Ｉ－149 谷郷こども園前
Ｉ－150 星宮公民館東
Ｉ－151 星川橋南
Ｉ－152 三区南集会所
Ｉ－153 新田
Ｉ－154 南河原中学校入口

 Ｉ　市内循環バス停留所
I－117 (新)北河原公民館入口

(旧)北河原小学校前

《名称変更》4月1日から新名称となります(所在地は変更なし)
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人間ドック・脳ドック検査料を助成します人間ドック・脳ドック検査料を助成します
▶対象　令和4年4月1日以降に受検し、次の条件を全て満たしている方
　【行田市国民健康保険】
　・行田市国民健康保険の被保険者で、受検日において、加入してから4カ月以上経過している方
　・受検日において、満35歳以上の方
　・国民健康保険税を完納している世帯の方
　・特定健康診査を受診していない方
　【後期高齢者医療保険】
　・埼玉県後期高齢者医療保険の被保険者で、市内に住所を有する方
　・後期高齢者医療保険料を完納している方
　・後期高齢者健康診査を受診していない方
▶検査種別　人間ドック、脳ドック、併診ドック
　※併診ドックとは、人間ドックと脳ドックの検査内容を組み合わせたものです。
　※人間ドックと脳ドックを同じ医療機関で同時に受検する場合は、併診ドック扱いとなります。
▶検査項目
　【人間ドック】

　【脳ドック】問診、血圧測定、MRI、MRA
　【併診ドック】人間ドックと脳ドックを合わせた検査項目
　※上記の項目に追加したオプションなどへの助成はできません。
▶助成金額
【指定医療機関の場合】

【指定医療機関以外の場合】

▶注意　
　・ 検査項目は全て受検してください(全ての検査項目に対する検査料の助成のため、自己判断で検査項目を受検しな
かった場合、助成ができないことがあります)。

　・ 人間ドックおよび脳ドックを別々に受検する場合でも併診ドック扱いとなり、助成金額は40,000円が上限となります。
　・ 人間ドック・併診ドックと特定健康診査は、選択制となります。誤って両方を受けた場合、特定健康診査の費用(9,658
円～ 12,793円)を返還していただくことになります。

　・ 検査費用が助成金額を下回った場合は、検査費用が助成の上限額となります。
　・ 食道・胃の検査は、バリウムによるレントゲン検査または胃カメラの選択となります(詳細は各医療機関に問い合
わせください）。

　・ 人間ドックと市の胃がん検診(バリウムおよび内視鏡検査)および大腸がん検診の併用はできません。
　・ 検査内容によっては、別途追加料金が発生する場合がありますので、医療機関にご確認ください。

種類 検査料 助成金 自己負担額
人間ドック 40,700円 上限28,000円 12,700円
脳ドック 医療機関が定める額 上限20,000円 検査料から20,000円を控除した額
併診ドック 医療機関が定める額 上限40,000円 検査料から40,000円を控除した額

検査項目 検査内容
身体計測 問診、身長、体重、腹囲、BMI
血圧測定 血圧
血液一般検査
(貧血・血液病など)

血液型(ABO、Rh)、血色素量、赤血球、白血球、血小板、ヘマトクリット、血沈、
血液像

血液生化学検査
(肝機能・腎機能・循環器機能)

総たん白、中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール、尿素窒素、尿酸、
アルブミン、A/G比、クレアチニン、AST、ALT、AL-P、総ビリルビン、LDH、γ
-GT、空腹時血糖、HbA1c、CRP、RA、HBs抗原、HCV抗体

尿検査(腎機能・肝機能・糖尿病) たん白、ウロビリノーゲン、尿糖、沈査
便検査(消化器機能) 免疫学的便潜血反応2回法
レントゲン検査(胸部・食道・胃) 胸部(大角1枚)、食道、胃(6枚内スポット2枚)
心電図検査(循環器機能) 最低12誘導(安静時)
超音波検査 腹部超音波エコー(肝臓、胆のう)

▶指定医療機関
　【人間ドック】

　【脳 ド ッ ク】

　　　　　　　　 ※休診日などは各医療機関へご確認ください。
▶申し込み
　【指定医療機関で受検する場合】
　①受検する指定医療機関に予約してください。
　②保険年金課で申請書に記入し、承認決定通知書を受け取ってください。
　　※ 保険証、特定健康診査受診券(5月下旬送付予定。40歳以上の方で人間ドック・併診ドック受検の場合のみ)を持

参の上、必ず事前申請を行ってください。
　③ 予約した日に保険証と承認決定通知書を持参し、検査を受けてください。当日は、自己負担額を医療機関にお支払
いください。

　【指定医療機関以外(市外)で受診する場合】
　①医療機関で検査を受け、検査費用を全額お支払いください。
　② 印鑑(朱肉を使用するもの)、預金通帳、検査結果表(原本)、人間ドックなどの領収書の原本、保険証、特定健康診
査受診券(5月下旬送付予定。40歳以上の方で人間ドック・併診ドック受検の場合のみ)を持参の上、受検日から3
カ月以内に申請してください。なお、やむを得ない理由により、3カ月以内に申請できない場合には、保険年金課
までご連絡ください。

　　※ 助成には、市で定める検査項目を満たすことが必要となります。なお、領収書と検査結果表は、写しを取らせて
いただきます。

　　※再度、質問票に記入していただくことがあります。
　③後日、助成額を指定の口座に振り込みます。
▶問い合わせ　同課(内線226・271・272) 

医療機関名 所在地 電話番号
いわね内科クリニック 佐間2―16―31 554―1313
(医)川島胃腸科 佐間1―18―39 553―0001
行田協立診療所 本丸18―3 556―4581
(医)壮幸会行田総合病院 持田376 552―1111
(医)行田中央総合病院健康管理センター 富士見町2―17―17 553―2426
(医)栗原医院 本丸11―35 556―2272
ハピネス診療所 長野7296―1 559―0082
松原医院 長野1―31―10 553―6700
やまかわ内科クリニック 壱里山町18―6マルオカビル2階 564―1488

医療機関名 所在地 電話番号
(医)石井クリニック 下忍1089―1 555―3519
(医)壮幸会行田総合病院 持田376 552―1111
(医)行田中央総合病院健康管理センター 富士見町2―17―17 553―2426

令和4年度国民健康保険税の算出方法が変わります令和4年度国民健康保険税の算出方法が変わります
　子育て世帯の負担軽減を図るため、国民健康保険に加入している未就学児(6歳に達する日以後の最初の3月31日ま
での間にある方)に係る均等割額の半額を減額します。

▶問い合わせ　保険年金課(内線271・272)　

▶未就学児1人にかかる均等割額(年度額)

世帯の軽減割合 減額前均等割額 法定減額分 未就学児減額分 減額後均等割額

7割軽減

33,000円

23,100円 4,950円 4,950円

5割軽減 16,500円 8,250円 8,250円

2割軽減 6,600円 13,200円 13,200円

軽減なし        　0円　  16,500円 16,500円

種類 検査料 助成金
人間ドック 医療機関が定める額 上限28,000円
脳ドック 医療機関が定める額 上限20,000円
併診ドック 医療機関が定める額 上限40,000円
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ひとり親家庭の資格取得や受講にかかる費用を補助しますひとり親家庭の資格取得や受講にかかる費用を補助します

母子家庭等自立支援教育訓練給付金事業
▶ 対　　象　市内に住所を有する20歳未満のお子さ
んを養育している母子家庭の母または父子家庭の父
で、次の全ての要件に該当する方

　・ 児童扶養手当の支給を受けている、または同等の
所得水準にある方

　・ 当該教育訓練を受けることが適職に就くために必
要であると認められる方

　・ 過去に母子家庭等自立支援教育訓練給付金の支給
を受けたことがない方

▶ 対象講座
　・ 雇用保険制度の一般教育訓練給付の指定教育訓練

講座
　・ 雇用保険制度の専門実践教育訓練給付の指定教育

訓練講座(専門資格取得を目指すものに限る)
　　※ 詳細は厚生労働省ホームページ(https://www.

kyufu.mhlw.go.jp/kensaku/T_K_kouza)をご
覧ください。

▶支 給 額
　① 一般教育訓練に係る指定教育訓練講座を受講する

場合
　　 受講費用の60パーセント相当額(上限20万円、

受講費用の60パーセント相当額が12,000円を超
えない場合は対象外)

　② 専門実践教育訓練に係る指定教育訓練講座を受講
する場合

　　 受講費用の60パーセント相当額(上限は就業年数
に20万円を乗じて得た額とし、80万円を限度と
する)

　③ 雇用保険制度の教育訓練給付金(※)の支給を受け
ることができる方

　　 受講費用の60パーセント相当額から教育訓練給
付金※の額を差し引いた額

　　※「教育訓練給付金」はハローワークから支給される
　　　給付金です。

母子家庭等高等技能訓練促進費等給付金事業
▶ 対　　象　市内に住所を有する20歳未満のお子さ
んを養育している母子家庭の母または父子家庭の父
で、次の全ての要件に該当する方

　・ 児童扶養手当の支給を受けている、または同等の
所得水準にある方

　・ 養成機関で1年以上のカリキュラムを修業し、対
象資格の取得が見込まれる方

　・ 就業または育児と修業との両立が困難であると認
められる方

　・ 過去に母子家庭等高等技能訓練促進費等給付金事
業の支給を受けたことがない方

▶ 対象となる資格　看護師、准看護師、保育士、介護
福祉士、作業療法士、歯科衛生士、美容師、社会福
祉士、製菓衛生師、調理師など

▶支 給 額
　・ 市町村民税非課税世帯…月額100,000円(養成機

関における課程の修了までの期間の最後の12カ
月は、月額140,000円)

　・ 市町村民税課税世帯…月額70,500円(養成機関に
おける課程の修了までの期間の最後の12カ月は、
月額110,500円)

　　※ 養成機関修了後、「入学支援修了一時金」として
市町村民税非課税世帯には50,000円、市町村
民税課税世帯には25,000円支給

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業
　高等学校卒業程度認定試験に合格するための講座(通
信講座を含む)を受け、修了した時および合格したと
きに受講費用の一部を支給します。
▶ 対　　象　市内に住所を有する20歳未満のお子さ
んを養育している母子家庭の母または父子家庭の父
およびその子ども(20歳未満)で、次の全ての要件
を満たす方

　・ 児童扶養手当の支給を受けている、または同等の
所得水準にある方

　・ 当該支援事業を受けることが適職に就くために必
要であると認められる方

　　※ 高等学校卒業者など大学入学資格を取得してい
る方は対象外

▶ 対象講座　高等学校卒業程度認定試験の合格を目指
す講座(通信制講座を含む)

　※ 高等学校卒業程度認定試験の試験科目の免除を受
けるために高等学校に在籍して単位を修得する講
座を受け、高等学校等就学支援金制度の支給対象
となる場合は、対象外

▶ 支 給 額　受講費用の60パーセント相当額(最大
15万円)

　・ 受講修了時給付金：受講費用の40パーセント(上
限10万円)

　・ 合格時給付金：受講費用の20パーセント(受講修
了時給付金と合わせて上限15万円)

　　※ 合格時給付金は、受講修了日から起算して2年
以内に高等学校卒業程度認定試験の全科目合格
した場合に支給

▶問い合わせ 同課(内線292)

　郷土博物館の学芸員らが講師となり、江戸時代の崩
し字で書かれた古文書を読み解くスキルを磨く講座
を開講します。

▶期日・テーマなど

▶時　　間　午後2時～ 3時30分
▶場　　所　同館講座室
▶対　　象　できるだけ4回とも参加できる方
▶定　　員　40人(先着順)
▶申し込み・問い合わせ　電話で同館☎554―5911

ひとり親家庭等児童養育手当ひとり親家庭等児童養育手当
の申請はお済みですかの申請はお済みですか

令和4年度古文書講座令和4年度古文書講座
～初級編～～初級編～

　市では、マイナンバーカードを利用して、住民票の写し
や印鑑登録証明書などを全国のコンビニエンスストアなど
のキオスク端末で取得できるコンビニ交付サービスを提供
しています。コンビニ交付なら窓口より50円お得に証明書
が取得できます。
　ぜひこの機会に、マイナンバーカードの取得とコンビニ
交付サービスをご利用ください。

▶利用可能な時間帯　午前6時30分～午後11時
　 戸籍謄本・抄本および戸籍の附票は、平日の午前9時～午後5時
　※年末年始、メンテナンス時を除く。
　※ 本籍が行田市で、住所が行田市以外の方が、戸籍の証
明書を取得するには事前登録が必要です。

▶取得できる証明書とコンビニ交付手数料
　 【住民票の写し、印鑑登録証明書、所得課税証明書、戸籍
の附票】150円

　【戸籍謄本・抄本】400円
▶問い合わせ　市民課(内線242）

4月1日からコンビニ交付サービスの4月1日からコンビニ交付サービスの
手数料が窓口と比べて50円減額になります手数料が窓口と比べて50円減額になります

　江戸時代、忍藩主の居城である忍城がそびえた行
田には町人や農民だけではなく、多くの武家が暮ら
していました。かつて武士たちが携えた刀剣は、近
代化を経てもなお数多く行田の地に受け継がれるこ
とになります。
　本展では、郷土博物館が収蔵している刀剣類を展
示することで、ふるさと行田の武家文化を紹介しま
す。刀剣がもつ美しさや個性をぜひご堪能ください。

▶期　　間　4月16日㈯～ 5月29日㈰
▶会期中の休館日　5月2日を除く月曜日、5月27日㈮
▶開館時間　 午前9時～午後4時30分
　　　　　　(入館は午後4時まで) 
▶場　　所　同館企画展示室
▶入 館 料　【大人】200円
　　　　　　【大学・高校生】100円
　　　　　　【小・中学生】50円 
　　　　　　※団体割引あり
▶問い合わせ 同館☎554―5911

春の収蔵品展「館蔵刀剣展」春の収蔵品展「館蔵刀剣展」

回 期　日 テーマ 講　　師

第1回 4月23日㈯ 借用証文から読み解く
江戸時代 同館学芸員

第2回 5月15日㈰ 熊谷地域の宗門送り手
形を読む

仲泉剛さん(熊谷
市史編さん室)　

第3回 5月21日㈯ 古文書にみる寺社と村 同館学芸員

第4回 5月29日㈰ お伊勢まいり願書を読
む 同館学芸員

忍蔵米代金借用証文(個人蔵、同館寄託)

　市では、義務教育就学中のお子さんを養育しているひと
り親家庭の父または母、もしくは父母に代わって養育して
いる方に対して、行田市ひとり親家庭等児童養育手当を支
給しています。
　手当を受けるためには申請が必要です。手当の対象とな
る方で申請をされていない方は、子ども未来課で手続きを
行ってください。

▶対　　象　 
　 本市に住民登録している方で、次のいずれかに該当す
る義務教育就学中のお子さんと同居し、監護している
保護者
　⑴ 父または母、もしくは父母の双方が死亡したお子さん
　⑵父母が婚姻（事実婚を含む）を解消したお子さん
　⑶母が婚姻によらずに出産したお子さん
▶支 給 額
　【⑴の場合】お子さん1人につき月額6,000円
　 【⑵または⑶の場合】お子さん1人につき月額3,000円
▶支給の時期
　　7月、11月、3月（4カ月分まとめて支給）
▶対象とならない場合
　・生活保護を受給している世帯
　・ 保護者の令和3年度（8月から翌年3月までの手当につ
いては令和4年度）の市民税所得割が課税されている

▶留意事項
　・手当は申請をした月から対象となります。
　・ 既に手当を受給している方でも、令和4年4月に小学1
年生になるお子さんがいる場合は、増額の申請が必要
となります。

▶問い合わせ 同課（内線292）

　市では、ひとり親家庭の経済的な自立や生活の安定を支援するため、就職に結び付く可能性がある資格の受
講費用の一部を支給する「母子家庭等自立支援教育訓練給付金事業」と、専門学校などの養成機関で修業してい
る期間の生活の負担軽減を目的とした「母子家庭等高等技能訓練促進費等給付金事業」を実施しています。
　また、より良い条件での就職や転職に向けた可能性を広げ、安定した雇用につなげていくことを目的とした「高
等学校卒業程度認定試験合格支援事業」を実施します。
　これらの給付を受けるためには、事前相談が必要となりますので、子ども未来課にご相談ください。
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さしあげます

ゆずってください

▷ハムスターケージ　▷シルバーカー　▷鷹の剝製　▷都市ガ
ス用炊飯器　▷パソコンデスク　▷エレクトーン　▷囲碁セッ
ト　▷工業用ミシン　▷子ども用ハイチェア　▷会議用長椅子　
▷将棋セット　▷座布団　▷通学用自転車　▷タンス　▷テー
ブルポット　▷猫用ケージ　▷パン焼き器　▷マッサージチェ
ア　▷餅つき機　▷ライティングデスク　▷冷風扇

▷紙パック式掃除機　▷ノートパソコン　▷電子レンジ　▷刈
り込みばさみ　▷高枝切りばさみ　▷着付用練習ボディ　▷
オーブンレンジ　▷ヒップシート　▷女性用ゴルフセット　▷
製麺機　▷子ども用自転車

不
用
品
情
報（
無
料
）

談相種各 （4月15日～5月14日）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止に対応するため、急きょ中止または延期とする場合があります。

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

4月26日㈫ ※予約は4月1日㈮から 午前9時30分～正午

地域活動推進課
（内線252）

5月12日㈭ ※予約は4月15日㈮から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 4月18日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 5月11日㈬※予約制 午後1時～ 4時 埼玉県行政書士会埼北

支部☎564―0104

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方対象に電話相談
も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納付相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 税務課（内線236・237）

水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 4月19日㈫、5月10日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課☎553―0131

ご活用ください ご活用ください 
スポーツ安全保険スポーツ安全保険

　スポーツ安全保険は、（公財）スポーツ安全協会が運
営する保険で、スポーツ活動に限らず、文化・ボラン
ティア活動などを行う4人以上の団体が加入すること
ができ、活動中はもちろん、自宅から活動会場までの
往復中の事故や賠償責任が生じた事故、突然死葬祭費
用も補償対象となります。
　令和4年度からは保険内容の改定により、被保険者
の年齢判断は、新規・中途加入とも4月1日時点の年
齢となります。
　また、令和5年度からインターネットによる加入受
付のみとなる予定です。円滑な移行のため、令和4年
度もインターネットでの加入手続きを行うようお願い
します。
　申込書は、生涯学習スポーツ課、南河原支所、行田
グリーンアリーナ、行田市民プール、各地域公民館に
置いてありますので、加入されていない団体は、ぜひ
ご検討ください。
　詳しくは、（公財）スポーツ安全協会埼玉県支部まで
問い合わせください。

▶問い合わせ　 （公財）同協会埼玉県支部☎048―779
―9580

公共下水道の供用開始区域を公共下水道の供用開始区域を
拡大しました拡大しました

　3月31日から次の供用開始区域を拡大しました。区域
の詳細は、下水道課で閲覧できます。

▶供用開始区域  元荒川第10処理分区（藤原町1丁目の一部・
藤原町2丁目の一部）

▶問い合わせ　同課☎564―0303

ご存じですか  検察審査会ご存じですか  検察審査会
　「交通事故、詐欺、脅迫などの犯罪の被害に遭い、警察や
検察庁に訴えたが、検察官がその事件を起訴してくれない」
というような不満をお持ちの方のために検察審査会があり
ます。お気軽にお問い合わせください。
　審査申し立てや手続き案内に費用はかかりません。審査
員は、選挙権を持っている20歳以上の方の中から「くじ」
で選ばれることになっています。

▶問い合わせ　熊谷検察審査会事務局☎500―3111

　市では、河川の水質向上のため、単独処理浄化槽またはくみ取り便槽から合併処理浄化槽への転換設置者に補
助金を交付しています。補助金を希望する方は、内容を確認の上手続きをしてください。
　単独処理浄化槽は、台所や洗濯、風呂などの排水を未処理のまま放流するもので、河川の水質に大きな影響を
与えます。一方で、合併処理浄化槽は、し尿と生活雑排水を併せて処理することができ、単独処理浄化槽と比べ
ると河川の水質に与える影響を約8分の1にすることができます。

▶手続きおよびスケジュール

※ 環境課で配布している各種様式(市ホームページから
ダウンロード可)に必要事項を記入の上、直接同課へ
提出してください。

▶対象
　・ 単独処理浄化槽またはくみ取り便槽から転換し

て、環境配慮型の合併処理浄化槽を設置する方
　・ 行田市生活排水処理基本計画における浄化槽処理

区域で、主に住居を目的とした住宅(居住部分の
床面積が全体の床面積の2分の1以上)にお住ま
いの方　

　　※ 浄化槽処理区域は市ホームページで、必ず確認
してください。

　・ 住宅を借りている場合、賃貸人から合併処理浄化
槽の転換設置の承諾を得ている方

　・市税を滞納していない方

▶補助金額(設置費、処分費、配管費の合計額が補助金額)

※ 浄化槽設備士が所属する設置工事業者が市内業者の
場合、設置費に20,000円の上乗せ補助を行います。

▶その他
　・ 環境配慮型の合併処理浄化槽を設置することが補

助の条件です。
　・ 新築などの建築確認申請を伴う場合は、補助の対

象になりません。
　・ 補助金の交付決定前に着工された場合、補助の対

象になりません。
　・ 原則として、既存の単独浄化槽またはくみ取り便

槽を撤去し、適正に処分してください。
　・ 予算の範囲内での補助になりますので、年度途中

で終了する場合があります。
　・ 保守点検や清掃の他に浄化槽法に定める法定検査

(7条・11条)を必ず受けてください。

合併処理浄化槽設置補助金を交付します合併処理浄化槽設置補助金を交付します

実施時期 手続き

4月1日～ 28日 事前申込書提出

5月上旬ごろ
公開抽選会および抽選結果通知(予算
額を超える事前申し込みがあった場合
に実施)

5月中旬ごろ～ 浄化槽設置届、補助金交付申請書提出

6月上旬ごろ～ 補助金交付決定通知(交付決定後に、
設置工事に着手すること)

区　　分 交付金額 交付金額
(※市内業者施工)

設置費

5人槽 352,000円 372,000円

7人槽 434,000円 454,000円

10人槽 568,000円 588,000円

処分費
単独処理浄化槽 90,000円

くみ取り便槽 60,000円

配管費 100,000円

▶申し込み・問い合わせ　環境課☎556―9530
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保　健　案　内保　健　案　内 健康づくり課
（保健センター内）
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2829

在宅医療窓口

赤ちゃんクラス (申し込み不要)
日　　時　4月26日㈫午前9時30分～ 11時
内　　容　お子さんの体重測定や育児相談
対　　象　 4カ月未満のお子さんとその保護者

離乳食(初期)教室（要申し込み）
日　　時　 4月19日㈫午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 4～6カ月のお子さんとその保護者（保護者

のみの参加可）

離乳食(中期)教室(要申し込み)
日　　時　 4月20日㈬午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 7～8カ月のお子さんとその保護者(保護者

のみの参加可)

乳幼児相談 (要申し込み)
日　　時　 4月18日㈪午前9時30分～11時30分
対　　象　 就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、1歳6カ

月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ

んで、前住所地で受診していない方は健康
づくり課にご連絡ください。

子どもの健康

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。また、
県では、「埼玉県AI救急相談」を実施しています。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

#7119（365日24時間対応）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、感染状況により、中止または延期となる
場合があります。最新情報は市ホームページでお知らせします。

おとなの健康

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号
4月17日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
4月24日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
4月29日（金) 壮幸会行田総合病院 552―1111
5月  1日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
5月  3日（火) 壮幸会行田総合病院 552―1111
5月  4日（水) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
5月  5日（木) 壮幸会行田総合病院 552―1111
5月  8日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
5月15日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・ 行田市在宅医療・介護連携支援センタ―　
　☎553―2003
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

健康相談（要申し込み）
日　　時　4月22日㈮　
　　　　　※ 時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
内　　容　 保健師、栄養士、歯科衛生士による食事、

生活習慣、歯の健康についての相談

子宮頸がん予防ワクチン接種の積極的勧奨を再開します

内　　容　 生後91日以上経過した犬は登録をし、狂犬病予防
注射を毎年受けさせることが法律で義務付けられて
います。登録をしていない飼い主の方は、飼い犬の
登録と狂犬病予防注射を済ませてください(故意に
登録や注射をしない場合は、罰則があります)。

注　　意　・開始時間・終了時間にご注意ください。
　　　　　・会場には飼い犬に慣れた方が連れてきてください。
　　　　　・ 会場で起こった盗難・咬

こう
傷などの事件・事故など

は、飼い主の責任となります。
費　　用　【注 射 の み】　 3,500円（ワクチン代2,950円＋済

票代550円）
　　　　　【登 録 の み】　3,000円
　　　　　【登録と注射】　6,500円
　　　　　※釣り銭のないようご用意ください。
そ の 他　・ 飼い犬が死亡している場合は、死亡届を健康づく

り課（保健センター内）または各地域公民館へ提出
してください(電子申請による申請や集団狂犬病
予防注射会場でも受け付けます)。

　　　　　・ 登録済みの方には、集合狂犬病予防注射の案内は
がきを3月下旬に郵送しますので、必ず会場にお
持ちください(はがきが届かない場合は同課へご
連絡ください)。

日時・場所　【雨天実施】
期　　日 時　　間 場　　所

4月5日㈫ 午後1時30分～ 3時 保健センター

4月6日㈬ 午前9時30分～ 10時15分 忍・行田公民館

4月8日㈮
午前9時30分～ 10時15分 星河公民館

午後1時30分～ 2時15分 南河原支所

4月13日㈬
午前9時30分～ 10時 星宮公民館

午後1時30分～ 2時 太井公民館

4月19日㈫
午前9時30分～ 10時30分 埼玉公民館

午後1時30分～ 2時 下忍公民館

4月20日㈬
午前9時30分～ 10時30分 北河原公民館

午後1時30分～ 2時30分 持田公民館

4月22日㈮ 午前9時30分～ 10時 地域文化センター

4月26日㈫
午前9時30分～ 10時 須加公民館

午後1時30分～ 2時30分 保健センター

4月27日㈬
午前9時30分～ 10時15分 荒木公民館

午後1時30分～ 2時15分 太田公民館

日　　時　 4月26日㈫午後1時30分～ 4時
30分(1回60分程度)※毎月第4火
曜日

場　　所　加須保健所(加須市南町5―15)
内　　容　臨床心理士による専門相談
対　　象　 行田市・加須市・羽生市在住の、ひ

きこもり状態にある方(概ね15歳
以上)もしくはその家族

そ の 他　 予約制のため同保健所へ事前相談を
してください。

問い合わせ　 同保健所☎0480―61―1216

ひきこもり専門相談
　市では、4月1日から産後うつの予防や新生児への虐待予
防などを図るために、産婦健康診査費の一部を助成します。
助成を受けるには、医療機関などで受診の際に産婦健康診査
の助成券が必要です。お手元に助成券がない方は、健康づく
り課へご連絡ください。
　産婦健康診査は、基本的な健診と心の健康チェックを行う
ことが助成対象となります。産後の母体の身体的機能の回復、
授乳状況および心の健康を確認するための大切な健診ですの
で、必ず受けましょう。

対　　象　 受診日現在、本市に住民票のある産後1カ月程度
の産婦

産婦健康診査費助成事業を開始します

　これまで子宮頸がん予防ワクチン接種は、ワクチン
と副反応(接種後の持続的な痛みなど)の因果関係を
確認するため、厚生労働省の勧告により定期接種の積
極的勧奨を一時控えていました。しかし、最新の知見
を踏まえ、改めてHPVワクチンの安全性について特
段の懸念が認められないことが確認され、接種による
有効性が副反応のリスクを明らかに上回ることが認
められました。それに伴い厚生労働省から、令和3年
11月26日付けで、積極的勧奨を再開することが示さ
れました。
本市においても4月から、子宮頸がん予防ワクチン

接種の定期接種対象者に対し、積極的勧奨を再開します。
　なお、副反応などについては、市ホームページをご
覧ください。

対　　象　小学6年生～高校1年生相当の女子
そ の 他　 積極的勧奨を差し控えていた期間に該当す

る方(平成9年4月2日～平成18年4月1
日生まれ)は、3年間無償で接種可能とな
る予定です。4月1日の予防接種施行令改
正後、個別通知を行います。

犬の登録・集合狂犬病予防注射はお済みですか

　お子さんの健康が気になるときだからこそ、予防接種と乳幼児健診
は、遅らせずに予定どおり受けましょう。　
　健康づくり課（保健センター内）や医療機関では、感染予防対策を徹底、
実施しています。
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　新型コロナウイルス感染症の状況により、予告なく図書館サービスやイベントを変更または中止す
る場合があります。詳細は図書館ホームページをご覧ください。

うたってあそんでわくわく　親子の絵本講座 春の巻
▶日　　時　 5月13日㈮・20日㈮午前10時30分～ 11

時45分
▶場　　所　中央公民館レクリエーション室
▶内　　容　・ 絵本の読み聞かせ、歌遊び、わらべ歌な

どを親子で楽しみます。
　　　　　　・ 絵本の遊び方や与え方について学びます。
　　　　　　・ 子育ての不安や疑問など講師を交えてグ

ループトークを行います。
▶講　　師　 島田ユミ子さん、平井直美さん、小河原裕

子さん（埼玉県家庭教育アドバイザー、埼玉
県家庭学習アドバイザー )

▶対　　象　乳幼児と保護者
▶定　　員　10組(先着順)
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　 両日の申し込みの場合、
　　　　　　参加日を調整する場合があります。
▶申し込み　 二次元コードによる電子申請、直接、電話

のいずれかの方法で図書館

令和4年度ブックスタート

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　坂田  幸彦
【事業内容】  眼鏡、コンタクトレンズ、

補聴器の販売。

【所 在 地】 行田 19―8

有限会社サカタ
多くの方の生活を快適に

　
現
在
、
2
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1
人
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が
所
有
し
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い
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と
い
わ
れ
る
眼
鏡
。
毎
日
掛
け
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る
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に
と
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て
、
眼
鏡
は
体
の
一
部
と
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。
今
回
は
、
そ
ん
な
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
、
補
聴
器
を
専
門
に
取
り
扱
う
有
限

会
社
サ
カ
タ
（
屋
号
・
サ
カ
タ
メ
ガ
ネ
）
を
紹

介
し
ま
す
。

　
同
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９
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八
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で
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業
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平
成
8
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１
９
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６
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に
店
舗
拡
充
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た
め
、
現
在
の
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所
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移
転
し

ま
し
た
。
代
表
取
締
役
の
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き
ひ
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さ
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3
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た
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、
平
成
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に
入
社
し
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4
代
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と

な
る
息
子
の
頼よ

し
ひ
こ彦

さ
ん
と
2
人
で
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
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眼
鏡
の
製
作
に
お
い
て
、
同
社
が

重
要
視
し
て
い
る
の
は
、
度
数
の
測
定
と
眼
鏡

を
顔
に
合
わ
せ
る
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
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頼
彦
さ

ん
は
「
正
し
く
測
定
さ
れ
て
い
な
い
眼
鏡
は
、

本
来
の
性
能
が
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
掛
け
心
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は
も
ち
ろ
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で
す
が
、
目
と
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ン
ズ
の
中
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が
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1
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し
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度
数
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変
わ
り
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目
に
負
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け
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し
ま
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」
と
話
し
ま
す
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▶日　　時　 毎月第1・第4水曜日午前10時～正午
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　 絵本を通して赤ちゃんと保護者が触れ

合い、心安らぐひとときを過ごすこと
で、親子の絆を深めてもらえるよう絵
本をプレゼントします。

▶対　　象　 市内在住の2カ月以上1歳未満のお子
さんとその保護者

▶持 ち 物　対象のお子さんの母子手帳
▶そ の 他　 当日は、絵本の読み聞かせや育児相談

を10分程度行います。

図書館シネマ
倶楽部

4月24日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

世界で一番しあわせな食堂
（洋画：114分）
監督：ミカ・カウリスマキ
出演：アンナ=マイヤ・トゥ
オッコ　他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員40人、先着順)

図書館職員 「みらい」
映像ホール

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティア
による
おはなし会

4月17日㈰ 午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

4月23日㈯ 午前11時 おはなしタンバリン

5月7日㈯ 午後2時 おはなしの会

5月14日㈯ 午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会 4月20日㈬、5月11日㈬
午前10時30分

絵本、手遊び、パネルシアター
など 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員

図書館
ミーティングルーム

ぴよぴよおはなし会 5月1日㈰ 午後2時 絵本、紙芝居、素話(ストーリー
テリング)など

4歳児ぐらい～小学
生

図書館
おはなしの
へや

こっこおはなし会 4月16日㈯ 午後2時 絵本の読み聞かせ、工作、折
り紙など 小学生

英語であそぼう 4月17日㈰ 午前11時 英語の歌遊びや絵本の読み聞
かせ

幼児・小学生

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 5月8日㈰ 午後2時 ふしぎ駄菓子屋 銭天堂(第4～
6話) 図書館職員

大人のためのミニ朗読会「若葉」
▶日　　時　 5月1日㈰午後1時30分～2時30分(午

後1時開場)
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶内　　容　・「懐かしい人びと」より「みのむし」
　　　　　　　内海隆一郎／著　PHP研究所
　　　　　　・「天に遊ぶ」より「刑事部屋」
　　　　　　　吉村昭／著　新潮社
　　　　　　その他2作品の朗読を実施します。
▶定　　員　30人(先着順)
▶協　　力　行田朗読の会
▶そ の 他　申し込みは不要です。

こどもの読書週間特別映画会
▶日　　時　4月29日㈮午後2時
▶場　　所　児童コーナーおはなしのへや
▶内　　容　「星の王子様」(30分)
▶対　　象　幼児・小学生およびその保護者
▶入 場 料　無料
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▼
日
時
　
4
月
24
日
〜
6
月
26
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
10
回
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
東
小

学
校
体
育
館　

▼
対
象
　
市
内
の

小
学
2
年
生
〜
5
年
生　

▼
定
員
　

20
人
程
度
（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　

２
千
５
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）　

▼
主
催
　
行
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団　
▼
申申
・
問
　
須
永

☎
５
５
４
―
５
６
５
７
（
午
後
6
時

30
分
以
降
）

▼
日
時
　
4
月
24
日
〜
6
月
26
日

の
毎
週
日
曜
日
（
全
10
回
）
午
前

9
時
〜
11
時　

▼
場
所
　
富
士
見

公
園
庭
球
場　
▼
参
加
費
　
１
千
円

※
初
日
に
徴
収　
▼
持
ち
物
　
テ
ニ

ス
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の
で
き
る
服

教
室
・
講
習

教
室
・
講
習

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

▼
日
時
　
5
月
29
日
㈰
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
産
業
文

化
会
館
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
埼
玉
県

警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
な
ど　
▼

定
員
　
５
０
０
人
（
座
席
指
定
）　
▼

入
場
無
料
　
▼
主
催
　
埼
玉
浮
き
城

プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ　
▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　
▼
そ
の
他
　
4
月

1
日
㈮
か
ら
産
業
文
化
会
館
で
入
場

埼
玉
浮
き
城
プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ

創
立
十
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

装　
▼
主
催
　
行
田
市
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
連
盟　

▼
そ
の
他
　
ラ
ケ
ッ
ト

貸
し
出
し
可　
▼
申申

同
連
盟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://gyoda-sta.

m
ain.jp

）
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
開
催
日
に
会
場
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
随
時
受
付
）　
▼
問
　
同

連
盟
大
西
☎
０
８
０
―
５
４
９
２
―

２
２
３
９

▼
日
時
　
5
月
8
日
〜
6
月
12
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
6
回
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
総
合

公
園
弓
道
場　

▼
対
象
　
市
内
在

住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
方　

▼

定
員
　
10
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費
　
3
千
円
（
保
険
料
な
ど
含
む
）　

▼
主
催
　
行
田
市
弓
道
連
盟　

▼

申申

4
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分
に
直
接
弓
道
場　

▼
問
　
同
連
盟
樋
口
☎
０
９
０
―

１
９
９
４
―
６
５
９
９

初
心
者
弓
道
教
室

整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。　
▼
問
　
同

ク
ラ
ブ
畠
山
☎
５
５
６
―
１
７
５
９

▼
日
時
　
4
月
24
日
㈰
、
5
月
22
日

㈰
、
6
月
26
日
㈰
【
1
回
目
】
午
前

11
時
15
分
【
2
回
目
】
午
後
2
時
15

分　

▼
場
所
　
忍
城
址　

▼
出
演
　

潮
崎
ひ
ろ
の
、
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン　
▼
観
覧
無
料
　
▼
問
　
チ
ャ
リ

テ
ィ
ラ
イ
ヴ
実
行
委
員
会
☎
５
５
４

―
０
７
８
９

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使
　

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ラ
イ
ヴ
♯
131
、
132
、
133

ご確認ください
イベントなどの中止・延期情報

開催日 名　称 実施状況 問い合わせ

4月3日㈰ 行田市
鉄剣マラソン大会 中止 生涯学習スポーツ課

☎553―8336

5月4日㈬ 第37回
さきたま火祭り

神事のみ開
催※関係者
のみ

さきたま火祭り
実行委員会事務局
（埼玉公民館内）
☎559―0047

イベントなどの実施状況 （3月22日現在）

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止
のため、中止・延期となったイベントな
どをお知らせします。
　なお、「市報ぎょうだ」の掲載の有無に関わらず、一部
イベントなどが中止・延期となる場合がありますので、
事前に各問い合わせ先にご確認ください。中止・延期が
決定したイベントなどは、市ホームページに随時掲載し
ていますので、ご覧ください。

▼
日
時
　
4
月
23
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
児
童
セ

ン
タ
ー
遊
戯
室　
▼
対
象
　
小
学
6

年
生
ま
で
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
の
こ
と
）　

▼
定
員
　
15
人
（
先

着
順
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　

は
さ
み
、
の
り
、
お
て
ふ
き
、
サ
イ

ン
ペ
ン　
▼
申申
・
問
　
4
月
16
日
㈯

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ
ン

タ
ー
☎
５
５
４
―
５
７
０
６

▼
日
時
　
4
月
1
日
㈮
〜
27
日
㈬

午
前
9
時
〜
午
後
6
時
（
土
曜
日

は
午
後
1
時
ま
で
）
※
木
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く　
▼
場
所
　
ミ
キ

薬
局
埼
玉
行
田
店
（
佐
間
1
―
27
―

3
）　
▼
内
容
　
戦
前
の
も
の
や
銀

行
、
企
業
な
ど
の
貯
金
箱
の
展
示　

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

貯
金
箱
い
ろ
い
ろ
展

染
め
体
験
割
引　
▼
参
加
費
　【
大

人
】
２
０
０
円
【
小
学
生
】
１
０
０

円
※
着
物
で
参
加
の
方
は
無
料
。
さ

ら
に
「
Ｍ
Ｙ
足
袋
づ
く
り
体
験
」

1
千
円
割
引
を
プ
レ
ゼ
ン
ト　

▼

主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足

袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
そ
の
他
　

状
況
に
よ
り
変
更
が
あ
る
場
合
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

tabigura.net

）
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　
▼
問
　
同
法
人
☎
５
５
２
―

１
０
１
０

▼
日
時
　
4
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
※
雨
天
決
行　
▼
受
付
場

所
　
足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
行
田
5
―
15
）　
▼
内
容
　

市
内
中
心
部
に
あ
る
20
棟
以
上
の
足

袋
蔵
な
ど
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

手
作
り
作
品
展
示
・
販
売
な
ど
を
同

時
開
催
。
ま
た
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

や
人
力
車
も
登
場　
▼
特
典
　
足
袋

と
く
ら
し
の
博
物
館
入
館
無
料
、
藍

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

第
18
回
蔵
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る
き

蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

た
び
ぐ
ら
め
ぐ
り
た
び

▼
日
時
　
4
月
4
日
㈪
〜
5
月
31
日

㈫
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
※
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く　
▼
場
所
　
Ｊ

Ｒ
行
田
駅
前
郵
便
局
（
壱
里
山
町
13

―
2
）　
▼
内
容
　
昭
和
初
期
の
塗

り
絵
と
絵
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

展
示　

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―

１
５
３
５
―
４
４
６
０

▼
日
時
　
5
月
7
日
㈯
【
1
回
目
】

午
後
2
時
【
2
回
目
】
午
後
6
時　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
定
員
　
各
回
５
０
０
人
（
先
着

順
）　
▼
入
場
料
　【
前
売
り
券
】（
大

人
）
１
千
３
０
０
円
（
学
生
・
高
校

生
）
１
千
１
０
０
円
【
当
日
券
】（
大

人
）
１
千
５
０
０
円
（
学
生
・
高
校

生
）
１
千
２
０
０
円
※
中
学
生
以
下

無
料　
▼
主
催
　
映
画
「
わ
が
青
春

つ
き
る
と
も
〜
伊
藤
千
代
子
の
生
涯

〜
」
上
映
実
行
委
員
会　

▼
申申
・

問
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
会
吉
田

☎
０
９
０
―
７
２
７
９
―
９
３
６
６

郵
便
局
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ヌ
リ
エ
と
絵
本
展

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も

〜
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
〜
」

上
映
会

イベントなどの
中止・延期情報

加須市 
さんぽで三県　三県境
　全国に三県境は40カ所以上ありますが、平地の三県境は珍しく、埼
玉県・群馬県・栃木県を3歩で回ることができます。また、近くには「道
の駅かぞわたらせ」があり、食事や三県にちなんだ土産も楽しめます。
　春の訪れを感じながら、3歩で三県を巡ってみませんか。
▶場    所　加須市小野袋941―5（東武日光線柳生駅から徒歩10分）
▶問い合わせ 北川辺総合支所地域振興課☎0280―62―2111

羽生市 
キヤッセゴールデンウィークこどもまつり
▶日    時　5月4日㈬・5日㈭午前10時～午後3時30分
▶場    所　キヤッセ羽生（羽生市三田ヶ谷1725）
▶内    容　 【4・5日】ステージイベント、移動動物園、射的、ヨー

ヨー風船釣り
 【5日】こいのぼり作り体験
▶問い合わせ キヤッセ羽生☎565―5255

北彩タウン情報北彩タウン情報
～ でかけませんか となりまち ～

広告広告
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▼
日
時
　
5
月
7
日
㈯
午
後
2
時
30

分
〜
4
時　

▼
場
所
　
忠
次
郎
蔵

（
忍
1
―
4
―
6
）　
▼
内
容
　
日

本
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ
る
「
忠
次

郎
蔵
」
で
蕎
麦
打
ち
の
基
本
を
習

う
。　

▼
定
員
　
16
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
1
千
円　

▼
持
ち
物
　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用

パ
ッ
ク　
▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠

次
郎
蔵　
▼
そ
の
他
　
希
望
者
に
は

引
き
続
き
、
中
級
・
上
級
コ
ー
ス
を

用
意　
▼
申申
・
問
　
5
月
6
日
㈮
ま

で
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
同
法
人
☎
５
５
６
―
９
９
８
８

（
火
〜
日
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
）【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://

chujiro.chu.jp

▼
日
時
　
5
月
11
日
〜
26
日
の
毎
週

水
・
木
曜
日
（
全
6
回
）
午
前
10
時

〜
11
時　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
柔
道
場
・
剣
道
場　
▼
内

容
　
気
功
体
操
で
免
疫
力
を
高
め
病

気
や
け
が
を
防
ぎ
、
太
極
拳
で
足
腰

と
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
。
片
方
だ

け
の
参
加
可　

▼
参
加
費
　
月
額

忠
次
郎
蔵
蕎そ

ば麦
打
ち
教
室

第
36
期
生
（
初
級
）

わ
か
り
や
す
い
春
の
気
功

体
操
と
太
極
拳
体
験
会

▼
日
時
　
4
月
26
日
㈫
午
後
1
時
〜

4
時
（
受
け
付
け
は
正
午
〜
午
後
3

時
30
分
）　
▼
場
所
　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
4
階
市
民
ホ
ー
ル
（
さ

い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
―
7
―

5
）　
▼
対
象
　
２
０
２
３
年
3
月
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
卒
業
予

定
者
（
既
卒
3
年
以
内
の
方
を
含
む
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
履
歴
書

（
複
数
枚
）
※
会
場
で
コ
ピ
ー
可　

▼
そ
の
他
　
参
加
企
業
名
は
4
月
12

日
㈫
か
ら
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
参

加
企
業
の
求
人
な
ど
の
情
報
誌
（
参

加
企
業
一
覧
）
を
来
場
者
全
員
に
配

布
し
ま
す
。
事
前
予
約
不
要
、
入
退

場
自
由
で
す
。　
▼
問
　
同
協
議
会

☎
０
４
８
―
６
４
７
―
４
１
８
５

▼
日
時
　
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
2
時　

▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
２
０
４
会

議
室　
▼
内
容
　
相
談
や
話
し
合
い

を
通
し
て
交
流
の
輪
を
広
げ
る
。　

相
　
　
談

相
　
　
談

２
０
２
２
年
度
第
1
次

求
人
企
業
合
同
説
明
会

心
の
病
を
抱
え
た
方
と

家
族
の
集
い

▼
業
務
内
容
　
要
介
護
認
定
に
関
す

る
調
査　
▼
資
格
　
介
護
支
援
専
門

員
ま
た
は
介
護
認
定
調
査
員
の
経
験

が
あ
り
、
普
通
自
動
車
免
許
を
お
持

ち
の
方　
▼
勤
務
時
間
　
1
週
間
に

20
時
間
未
満
（
勤
務
詳
細
は
応
相

談
）　

▼
募
集
人
数
　
2
人　

▼
時

給
　
1
千
２
１
７
円　
▼
申申

4
月

22
日
㈮
ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
高
齢
者
福
祉
課
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
書
類
選
考
の
上
、
面
談
の

日
程
を
連
絡
し
ま
す
。　
▼
問
　
同

課
（
内
線
２
６
９
）

▼
業
務
内
容
　
日
頃
の
買
物
を
通

し
て
食
品
販
売
店
で
食
品
の
表
示

を
確
認
し
、
定
期
的
に
県
に
報
告

す
る
（
年
間
20
店
舗
程
度
）。　

▼

謝
金
　
5
千
円
（
年
間
上
限
額
。
交

通
費
な
ど
の
支
給
な
し
）　
▼
対
象
　

県
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方　

▼

募
集
人
数
　
１
０
０
人
（
選
考
を

実
施
）　
▼
任
期
　
6
月
〜
令
和
5

年
3
月　
▼
申申

4
月
18
日
㈪
ま
で

募
　
　
集

募
　
　
集

介
護
保
険
認
定
調
査
員

令
和
4
年
度

埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員

1
千
５
０
０
円　

▼
持
ち
物
　
バ

ス
タ
オ
ル
、
室
内
履
き　

▼
申申
・

問
　
行
田
健
康
気
功
太
極
拳
サ
ー
ク

ル
福
田
☎
０
９
０
―
３
５
９
４
―

９
５
９
０

▼
日
時
　
4
月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　
▼
場
所
　
総
合
公
園
野

球
場
西
側　
▼
内
容
　
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
羽
根
を
つ
け
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル

を
1
本
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
打
ち
、

遠
く
の
か
ご
に
入
れ
る
ま
で
の
回
数

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
の
初
心
者
講
習
会　

▼
定
員
　
15
人
程
度
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
４
４
０
円
（
ボ
ー
ル

代
）
※
当
日
徴
収　
▼
服
装
　
運
動

し
や
す
い
服
装　
▼
主
催
　
行
田
市

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼

そ
の
他
　
使
用
す
る
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー

ル
、
マ
ッ
ト
は
用
意
し
ま
す
。　
▼

申申
・
問
　
4
月
18
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
福
田
☎
０
９
０
―
２
４
１
０
―

０
２
５
９

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

初
心
者
講
習
会

▼
対
象
　
心
の
病
を
抱
え
た
方
と
そ

の
家
族　
▼
参
加
無
料
　
▼
そ
の
他
　

途
中
入
退
室
可　
▼
主
催
　
行
南
わ

か
く
さ
会　

▼
問
　
同
会
鎌
倉
☎

５
５
３
―
５
３
７
６
ま
た
は
田
村
☎

０
９
０
―
９
１
３
８
―
０
１
０
８

▼
日
時
　
4
月
19
日
㈫
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分　
▼
場
所
　
寄
居
町

中
央
公
民
館
集
会
室
（
大
里
郡
寄

居
町
寄
居
１
３
０
０
）　
▼
相
談
内

容
　
相
続
、
遺
言
、
登
記
、
債
務
整

理
な
ど　
▼
相
談
方
法
　
面
談
相
談

（
1
組
1
時
間
、
要
予
約
）　
▼
相

談
無
料
　
▼
主
催
　
埼
玉
司
法
書
士

会　
▼
申申

同
会
事
務
局
☎
０
４
８

―
８
６
３
―
７
８
６
１

▼
日
時
　
4
月
16
日
㈯
午
後
1
時
〜

3
時
30
分　
▼
内
容
　
遺
言
の
日
を

記
念
し
て
弁
護
士
が
遺
言
や
相
続
に

関
す
る
法
律
相
談
に
応
じ
る
。　
▼

電
話
番
号
　
０
４
８
―
８
６
１
―

０
２
０
０
※
当
日
の
み
利
用
可
能　

▼
相
談
無
料
　
▼
問
　
埼
玉
弁
護
士

会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８
―

７
１
０
―
５
６
６
６

県
北
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
法
律
相
談
会

相
続
問
題
電
話
法
律
相
談
会

に
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
、
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
応
募
理
由
（
１
０
０

字
程
度
）
を
明
記
の
上
、
郵
送
（
必

着
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
県
農
産
物
安
全
課
。
選

考
結
果
は
5
月
末
ま
で
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。【
郵
送
】
〒
３
３
０

―
９
３
０
１
さ
い
た
ま
市
浦
和

区
高
砂
3
―
15
―
1
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

０
４
８
―
８
３
０
―
４
８
３
２
【
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://w

w
w
.

pref.saitam
a.lg.jp/a0907/

r4tyousain.htm
l

▼
問
　
同
課

☎
０
４
８
―
８
３
０
―
４
１
１
０

▼
活
動
期
間
　
7
月
1
日
〜
令
和
6

年
6
月
30
日
（
2
年
間
）　
▼
活
動

内
容
　
日
常
生
活
の
範
囲
内
で
知
り

得
た
河
川
の
情
報
を
河
川
管
理
者
に

連
絡
す
る
。　
▼
対
象
河
川
　
利
根

川　
▼
応
募
要
件
　
利
根
川
付
近
に

住
む
満
20
歳
以
上
の
方　

▼
そ
の

他
　
手
当
を
支
給
予
定　
▼
申申

利

根
川
上
流
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
5
月

9
日
㈪
ま
で
に
同
事
務
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。　
▼
問
　
同
事
務
所

☎
０
４
８
０
―
５
２
―
３
９
６
０

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

【住民基本台帳人口】
（令和4年3月1日現在）

人口79,161人（―82）　男39,201人（―32）　女39,960人（―50）　世帯数35,338世帯（―16）
2月中の異動　出生31人　転入等177人　死亡90人　転出等200人

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課（内線318）まで。

クラブ名 ①将棋クラブ ②おひさまクラブ ③カンガルーヨガクラブ ④ひだまりヨガクラブ ⑤英語クラブA ⑥英語クラブB

日時

5 月～令和 5年 3月

毎月第1・3土曜日
午前10時～
11時30分

毎月第2土曜日
午前10時30分～
11時15分

毎月第2月曜日
午前10時30分～
11時10分

毎月第2月曜日
午前11時20分～

正午

毎月第3土曜日
午前10時15分～

11時

毎月第3土曜日
午前11時10分～
11時55分

内容 将棋の技術
習得・向上

リズムあそび、
制作活動

親子で行う
スキンシップヨガ

心身調整の
ためのヨガ

楽しく英語に
親しむ

楽しく英語に
親しむ

対象 小学生 発達に遅れのある
幼児とその家族

首すわり後から
生後11カ月までの

親子

子育て中の親
（主に子の発達や育
児に悩みを持つ親）

小学生 小学生

定員 14人 10組 10組 10組 10人 10人

▶場    所　児童センター
▶費    用　無料
▶申し込み　4月16日㈯までに直接または電話で同センター
▶そ の 他　申し込み多数の場合は抽選
▶問い合わせ 同センター☎554－5706

令和4年度 児童センタークラブ員令和4年度 児童センタークラブ員

広告広告



　
明
治
6
年（
１
８
７
３
）2
月
、旧
忍
藩
士

で
あ
る
士
族
が
居
住
し
て
い
た
忍
城
と
武
家

地
一
帯
を
成
田
町
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
廃
藩
置
県
に
よ
り
職
を
失
っ

た
士
族
た
ち
は
生
計
を
立
て
る
と
と
も
に
、

町
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
課
題
に
も
対
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
元
藩
主
松
平
忠た

だ
敬の
り

は
廃
藩
後
東
京

の
屋
敷
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
5

年
に
英
国
へ
留
学
し
同
10
年
に
帰
国
し
ま
し

た
。
こ
の
間
松
平
家
の
家
政
は
旧
家
臣
が

担
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
彼
ら
に
も
地
元
の

士
族
た
ち
の
生
活
の
様
子
は
伝
わ
っ
て
い
た

で
し
ょ
う
。
明
治
8
年
に
松
平
家
の
資
産
か各町協議集（郷土博物館所蔵）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■
編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１
行
田
市
本
丸
2
番
5
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
０
ー
２
１
１
６

令
和
4
年
4
月
1
日
発
行

No.
910

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用していますホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp

資
料
が
か
た
る

行
田
の
歴
史

37

行
田

歴
史
系
譜
337

　私たちの食を支えている農業。全国的に農家数が減
少し、担い手不足や耕作放棄地の増加が深刻となって

います。その一方で、農業に魅力を感じ後継者として就農する方や、仕事
を辞め新たに挑戦する方もいます。
　今月は、就農までの流れをお知らせするとともに、市内で活躍する若
手就農者の姿を通して、農業の魅力を探ります。

松
平
家
と
士
族
｜
各
町
協
議
集
に
み
る
成
田
町
の
課
題
｜

行田市公式LINEの
友だち登録はこちらから！

現在の友だち登録数28,300人！

●市政・イベント・防災などに関する行政情報を発信します。

4
No.910

April. 2022市報ぎょうだ
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農業を、仕事にする。

はじめまして
令和3年 4月生まれのおともだち

勝
田

颯は
や
てち

ゃ
ん
（
埼
玉
）

令
和
3
年
4
月
2
日
生
ま
れ

父
・
聡
さ
ん　
母
・
美
香
さ
ん

「
い
つ
も
癒
し
を
あ
り
が
と
う
♡
」

野
牧
綾あ
や
の乃

ち
ゃ
ん
（
城
西
）

令
和
3
年
4
月
8
日
生
ま
れ

父
・
雅
也
さ
ん　
母
・
真
衣
さ
ん

田
口
世せ

な梛
ち
ゃ
ん
（
小
見
）

令
和
3
年
4
月
28
日
生
ま
れ

父
・
誠
さ
ん　
母
・
晶
恵
さ
ん

「
あ
ー
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡

毎
日
楽
し
い
よ
♪
」

「
癒
や
し
の
存
在
♡
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
成
長
し
て
ね
♪
」

遠
藤
菜な

お桜
ち
ゃ
ん
（
緑
町
）

令
和
3
年
4
月
13
日
生
ま
れ

父
・
慎
吾
さ
ん　
母
・
由
香
理
さ
ん

「
菜
桜
の
笑
顔
が
大
好
き
♡

パ
パ
と
マ
マ
の
宝
物
♡
」

窪
田
和な

お桜
ち
ゃ
ん
（
門
井
町
）

令
和
3
年
4
月
6
日
生
ま
れ

父
・
岳
領
さ
ん　
母
・
絢
美
さ
ん

「
み
ん
な
で
一
緒
に

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
!!
」

「
沢
山
笑
っ
て元気

に
育
っ
て
ね
！
」

横
山
蒼そ
う
ま真

ち
ゃ
ん
（
小
敷
田
）

令
和
3
年
4
月
14
日
生
ま
れ

父
・
優
さ
ん　
母
・
梨
沙
さ
ん

● 4月1日㈮～28日㈭に電話またはEメールで広報広聴課（内線
318） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。

● 応募者多数の場合は、5月2日㈪午前11時から市役所203会議室
で公開抽選を行います。

令和3年6月生まれのお子さんを募集します

ら
学
資
金
と
し
て
1
千
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
帰
国
し
た
忠
敬
は
年
間
1
千
円

を
15
年
間
、
合
計
1
万
5
千
円
を
下
賜
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
成
田
町

は
町
内
外
の
士
族
に
対
し
て
、
下
賜
金
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
意
見
を
募
り
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
提
出
さ
れ
た
回
答
書
を
写
し
た

も
の
が「
各
町
協
議
集
」と
い
う
名
で
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
回
答
に
は
、
学
校
建

設
や
国
産
会
社
設
立
、
沼
地
の
開
墾
に
充
て

る
他
、
橋
梁
費
や
戸
籍
作
成
費
用
な
ど
に
使

う
な
ど
の
意
見
や
、
10
年
分
を
ま
と
め
て
も

ら
い
運
用
し
て
利
益
を
得
た
い
、
士
族
た
ち

に
分
配
し
て
ほ
し
い
と
の
希
望
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
か
ら
当
時
の
町
の
課
題
は
生
活

窮
乏
対
策
に
加
え
て
学
校
建
設
費
と
忍
城
内

に
架
か
る
橋
梁
や
沼
地
に
関
す
る
費
用
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
学
校
建
設
に
つ
い
て
は
明
治
15
年
の
進
脩

館
小
学
校
校
舎
建
設
に
至
り
ま
し
た
が
、
下

賜
金
自
体
は
諸
事
情
に
よ
り
中
断
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
回
答
か
ら
は
、
当
座
の

必
要
な
事
務
経
費
に
加
え
て
、
産
業
振
興
や

将
来
を
見
据
え
て
の
運
用
な
ど
、
旧
藩
主
の

援
助
を
得
て
成
田
町
を
維
持
発
展
さ
せ
て
い

く
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
士
族
た
ち
の
意
識

が
み
て
と
れ
ま
す
。

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）


